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灘

雪の少ないお正丹招魂祇から松之山を望む　平成9靴旦

今月簿の主な内容

駕頭のごあいさつ　今隼は丑年… ・・2～3

1翫，、、

ブナの林を響ろう、町営住宅入屠者募集…　・・4～5

12月定倒議会、新教育長に撫藤宏一氏…　　　一6～7

みんなの広場／年男年女の今年の抱負一・一　一魯～9

わだい・フォト／葛簸・松之繊子供交流会一曹医鶏～葺

お知らせ／お米の表示、冬の火災防まピ…　　…縁～蔦

馨

灘
灘
灘
灘
難
灘
欝
灘
灘
羅
懸
灘
黙

難

圃圏回圖
誘め璽麺《翻盤》

鑑趨ちゃん　保坂三三男・雪梅さん

　　　　北浦腿（たそ善〉

毒《糟み《麗窓》

布施サツノさん　87歳

　　　　黒倉（沖）
麺霞　久…さん　77歳

　　　　橋詰（久瀬屋〉
繭雲　霧七さん　80歳

　　　　月池（治助〉
鑑藤　イソさん　89歳

　　　　天水越（東）
※雛月王鶏から30沼までの麗出分です。

※広報に載せてほしくない方は、麗串のとき

に窓糞：董にお話ください。

町の動き
重2月葺ヨ現筏

総人擬3，447人（一至ω

男i，673人（一3）

女達，774人（一7）

世帯数玉，篶2戸←一4）

（　）1勾は葡月と（り圭t較

§

潟粟定休8
塗｛ 1温泉センター津の湯

曜2月
12
　　26

冬期休業

葉月
9　　23

冬期休業

駄
◎・1葬

ぽくの絵わたしの絵　松之山保育所

∬
竃
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灘騨懸鞭欝
藁轟

鑑講

、織

、磯

　　遠足のときに見たヰ
大厳寺蕎厭にいったとき、年がいっばいいて

うれしかった

わたしの顔がかわいくかけて艮かった

響
’

〈うさぎ組〉

ひぐちあやか

樋q綾香さん

（湯由・伴助〉

〈うさぎ紹＞
しだらンドようこ

設楽良峯さん

（松之山・設楽〉

　　　遠是で見た牛
大厳轡高漂で隼を見れてうれしか一二、た

牛がとっても無手にかけたとおもう

こよみ

”月のできごと

3臼　東川小学校統合記念式典

9繕　松之霞中学校創立50周年

　記念式典
10揖　総丁道水梨黒倉線舗装竣工

　購道なべづる線改良竣工
12藏　上蝦漉トンネル竣工

捻9　町道亀石線竣工

華

28欝　R353小谷バイパス闘通

12月矯日～唾月15日の予定

19臼　鷲月定例議会

　　“（～2（旧までの予定）

24磁　小・中学校終業式

26揖　葛舗子供交流（2鎌二1まで〉

27ε1窟庁仕事納め

2鶏　スキー場餅つき大会

6日　官庁仕事嫡め

8臼　小・中学校嬬業式

　
「
広
報
ま
つ
の
や
濠
」
は
今
鷺
号

で
第
二
五
〇
弩
と
な
り
ま
し
た
、
縮

刷
版
に
よ
る
と
第
…
号
は
轟
だ
よ

り
」
と
し
て
、
昭
瀦
黛
十
三
年
五
月

七
田
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
広
報
紙
を
ひ
も
と
く
こ
と
で

購
の
歴
史
と
歩
い
て
き
た
建
跡
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
、
改
め
て

そ
の
璽
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
、

新
年
号
か
ら
気
持
ち
を
新
た
に
取
り

総
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
子
年
も

あ
と
少
し
。
み
な
さ
ん
の
一
年
は
い

か
が
で
し
た
か
。
来
る
丑
年
を
元
氣

で
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
皐

い
で
す
が
、
　
「
よ
い
お
年
を
ー
に

編
集
室
か
ら

‘6
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創
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交
通
ネ
ッ
撫
⑲
整
傭
凝
擁
継
た

舟

すまご，ざい＞
つとおめで

町
繊
蕉
嬢
矯
地
域
の
灘
穫
化
を

訟之出町長

i鐙藤翻壽

禦
頭
の
趨
灘
い
麟
識
、

　
あ
け
家
骸
寒
、
灘
め
譲
薮
う
ご
ざ
輪
謙
撚
窃

　
今
隼
も
よ
鱒
奪
黛
お
る
よ
滋
縫
諮
糠
顯
灘
縷
灘
醗
濠
麟
．

　
曄
年
獄
、
儀
撮
講
灘
購
癒
叢
繕
、
薇
簸
灘
犠
懇
灘
灘
懇
麟
擬

圏
道
銀
聾
“
毒
拳
谷
塾
潔
審
滋
蹴
繊
獺
麗
嬢
鐵
繕
蒙
毬
鷺
、

カ
ー
ブ
の
多
嶺
、
幡
賃
の
狭
樋
匿
騰
謬
遣
購
鰻
故
轟
慧
灘

て
、
冬
季
間
も
安
心
し
で
通
総
為
遜
践
讐
麟
、
毅
篤
叢
綴
灘
・

ト
ン
ネ
ル
も
銘
成
し
て
、
孤
立
集
藩
お
騰
瀬
灘
巻
撚
態
淡

ら
解
数
さ
れ
て
、
安
心
し
て
懐
適
臓
纏
薬
懸
き
蕎
蓮
踏
灘

な
る
な
ど
、
誠
紅
書
ば
し
い
こ
と
の
多
が
鋤
艶
穣
難
鰺
綾

ま
し
た
。

　
豪
た
ソ
フ
ト
画
磁
お
脚
懸
も
、
馨
雛
鞭
森
灘
灘
懸
、
嚢
餐

が
嚢
い
好
張
韓
恵
窪
れ
だ
こ
と
あ
灘
ゆ
懸
．
盤
饗
懸
騰
懸
』

の
鷺
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
繊
譲
麟
辮
蒙
綾
翻
嚢
灘
灘
．

撮
舘
認
念
箏
業
等
が
行
わ
蕊
る
鞍
馨
鴬
鎌
蕪
灘
嚢
欝
数
灘

く
醐
催
さ
蕊
認
念
す
べ
き
舘
で
も
あ
毅
震
襲
驚
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音

　
　
綴
鐵
露
購
の
蕪
幹
産
業
㈱
一
つ
懸
麟
る
編
撫
撚
繊
藝
灘

　
ぽ
．
懸
鐡
瀧
霧
鐙
遅
れ
簿
懸
濫
か
麟
繋
繹
が
戴
鰹
澱
鵡
醗
懸

　
懸
灘
麹
鶴
霧
驚
購
、
翼
季
の
蕎
温
饗
蕪
蟹
ピ
鷹
悪
藻
癬
懸
、

　
蕊
繋
賜
続
鱒
驚
羅
作
が
疹
脱
部
し
獲
熱
　
一
部
標
薦
纏
簸
購

　
辮
懇
蘇
鱒
饗
鞭
馨
作
濠
淺
ほ
懸
れ
嶽
灘
の
醸
穫
と
隷
勲
懸

　
鞍
懸
懸
麟
難
鱒
橿
め
餐
喪
好
の
結
銀
蓬
の
護
＆
懸
撫
灘
藝

　
難
あ
蓼
蒙
灘
．

　
　
懸
⑱
藻
織
、
八
郊
園
続
恥
《
懸
雲
醸
騨
就
羅
饗
繋
醐
懸

　
邊
灘
叢
羅
き
叢
鯵
濾
毒
　
叢
露
灘
鑓
舞
糠
穫
で
騰
雪
の
嬢

　
峯
露
隣
縫
は
蘂
霧
幾
鑛
叢
部
懇
設
置
嚢
て
そ
の
懸
懸
匿
濾

　
鰻
難
驚
毅
、
第
麟
欝
藏
麟
麟
鱒
う
歴
実
獲
も
つ
、
検
驚
幽
ス

　
叢
ー
鑛
饗
鑑
織
灘
嶽
難
萎
灘
嚢
灘
叢
霧
鑛
鍵
鱒
鱒
叢
繋
蓉

　
蕎
懇
鵬
鶴
麟
態
鑓
う
篤
遜
叢
雄
倒
の
懸
い
こ
と
が
あ
っ
癒

　
鶴
饗
懇
お
・
翰
灘
議
屡
難

　
　
馨
擬
、
観
灘
鱒
騒
灘
礁
薮
懸
驚
麟
捲
定
の
炎
然
認
念
物

　
．
潟
懲
磁
叢
麟
雛
懸
繊
獺
欝
灘
　
灘
驚
犠
鯵
麟
灘
歴
嚢
に
幕

　
懇
顯
繋
簾
鶴
．
懸
織
灘
．
難
懸
き
膿
毒
難
あ
り
濠
し
た
。

　
　
繋
鱗
灘
灘
騰
懸
　
懸
難
政
改
蒸
灘
年
の
年
と
な
り
ま
塗

　
欝
．
麟
嚢
灘
灘
懸
懸
鱗
麟
厳
犠
載
織
溌
と
な
っ
て
豪
い
り

　
、
蒙
、
霧
濾
　
鍵
…
蕊
難
灘
懸
轡
お
講
撫
綾
務
の
残
蕎
は
滋
薫
兆

　
翻
懸
縫
灘
灘
纏
樵
灘
灘
撫
懇
繕
頚
繋
灘
麟
磯
総
肇
麟
聯

　
欝
繋
難
難
鱗
灘
灘
難
膨
慈
羨
鱒
韻
灘
て
お
り
窟
す
。

　
　
総
譲
、
欝
購
纒
欝
灘
萎
総
倒
熱
繋
豫
な
く
、
．
新
鶴
度
予
算

　
編
、
灘
難
簿
墾
簸
響
癒
懸
《
鱒
篇
叢
灘
ろ
で
あ
り
象
す
が
、

，
．
議
蒙
繋
灘
灘
鐡
鱒
懸
鐡
犠
雛
鱗
鍵
鱗
楚
篠
い
と
駕
宅
も
、

～

．
常
P
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離

懇
契
繋
灘
磁
灘
懸
鱒
嬢
襲
勢
総
灘
灘
照
灘
麟
懸
灘
難
犠
灘

翻
《
婆
懇
叢
進
滋
懇
活
難
搬
懇
灘
顯
灘
灘
鍵
難
灘
繋
縫
灘

羅
鱒
葛
灘
懸
疹
悪
あ
毅
蝶
灘
ゆ

　
親
糞
糧
滋
灘
携
縁
毒
灘
蒸
灘
鱗
麟
難
難
灘
難
灘
撚
灘

集
の
登
鰯
鱒
懸
豊
礁
瀞
疹
灘
撰
饗
灘
繋
欝
灘
蒙
灘
繍
鑛

難
藷
蕩
餐
潔
灘
繍
蓼
灘
の
繋
蝋
鎌
灘
灘
灘
灘
騰
灘
灘
難
霧
籔

蘂
騰
ミ
添
懇
滋
罪
ダ
鷺
然
灘
識
灘
懸
鐡
灘
灘
鑛
総
購
灘
灘

蕎
漆
＆
獲
懸
顔
．
牽
撫
強
雛
鑛
鑛
霧
灘
灘
纒
顯
灘
懸
雛
議

薮
蕊
疹
懇
あ
雛
叢
塗
o

欝
懇
馨
態
、
翼
羅
饗
躍
繋
鍵
灘
鞍

鞭
畿
鷺
懸
懸
騰
礫
灘
麟
灘
騰
羅
難
灘
灘
撰
灘
灘
難
繋
難

獲
懸
灘
桑
塞
灘
灘
霧
鑛
馨
．
灘
騒

鱗
懇
き
蕎
難
纏
蕊
儘
縷
鞭
難
難
繋
雛
凝
灘
繕
灘
難
灘
灘
灘

総
薦
欝
霞
灘
懸
灘
叢
灘
灘
騰
欝
難

麟
雛
灘
鱗
灘
鐘
懸
驚
灘
礫
蒙
灘
蒙

灘
　
・
灘
灘

　
灘
灘
灘
霧
繕
灘
灘
灘
灘
懸
灘
纏
欝
賭
も
、
張
敵
喪

　
灘
鰻
繋
灘
鑛
撫
難
難
懸
難
灘
購
繋
欝
雛
㎜
懸
ン
ネ
ル
が
添
舘

　
灘
鑛
鑑
鞭
選
麟
灘
繋
襲
鑛
糠
総
灘
懸
縷
懸
灘
ま
す
．

　
　
懸
覇
繊
灘
嶽
灘
難
難
灘
難
欝
灘
叢
灘
露
糞
箱
赫
～

灘
懸
欝
鍵
灘
灘
灘
雛
灘
難
馨
難
灘
懇
響
墾
雛
鷺
纐
勤
藪
騨

　
懸
灘
㎜
灘
簸
灘
難
灘
獲
灘

　
　
撚
灘
灘
灘
懲
簸
嚢
灘
難
鑛
鑓
難
醗
馨
鐡
饗
備
臓
鎌
懸
《
、

麟
購
嚢
融
難
灘
鞭
灘
灘
難
難
灘
難
羅
欝
欝
し
嶽
け
鱈
ぽ

　
難
講
難
難
懸
灘
難
灘
簸
難
麟
羅
難
饗
雛
灘
欝
、
町
髭
餐
紘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
雛
灘
雛
灘
辮
鐵
灘
灘
懸
灘
難
鑛
懸
灘
灘
難
繊
欝
繋
難
鱗
簸
叢

　
懸
饗
繊
懸
灘
鍵
灘
灘
灘
鎌

　
黙
　
麟
灘

覇灘
難
，

　
　
　
　
　
織
．

　
　
　
　
　
　
　
襲
陥

　
　
　
　
　
　
　
露
　
慈

　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
羅
鰻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

糞

．
「
多
藁
離
離

榊
　
　
偶
て
い
目
反
す
う
類
ウ
シ
科

舶

㎜｝ギ
§
葦
蓋
董
奪
璽
婁
｝

の
動
物
で
す
。
鷺
が
四
つ
あ

っ
て
反
す
う
す
る
こ
と
は
よ

く
蜘
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
家
畜
と
し
て
の
牛
に
は
役

隼
、
肉
隼
、
乳
隼
な
ど
が
い

ま
す
。
臼
本
で
も
戦
前
は
、

農
耕
や
運
搬
な
ど
に
盛
ん
に

役
隼
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た

が
、
叢
近
で
は
、
そ
う
し
た

風
景
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
り
ま
し
た
。
家
畜
以
外
の

隼
に
は
野
牛
、
水
隼
な
ど
が

き
き
き
き
き
き
き

い
ま
す
。
牛
が
家
畜
と
し
て
飼
わ
れ

た
の
は
、
新
贋
雛
時
代
あ
た
り
が
起

源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
臼
添
で
も
、

縄
文
時
代
に
ヰ
が
飼
わ
れ
て
い
た
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
が
牛
と
聞
い
て
イ
メ

ー
ジ
す
る
の
は
、
牧
場
の
嵐
景
に
よ

く
似
禽
う
臼
と
黒
の
乳
体
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

黛
賀
状
な
ど
の
干
支
の
イ
ラ
ス
ト
に

登
場
す
る
の
は
茶
色
の
塵
が
多
い
よ

う
で
す
。

人
訪
捕
蕗
い
壌
雛
嘆

ま
す
。
一
番
よ
く
蜘
ら
れ
て
い
る
の

は
、
　
「
食
事
を
し
て
す
ぐ
寝
る
と
体

に
な
る
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

蒼
は
行
儀
の
悪
い
子
を
し
か
る
と
き

に
親
が
よ
く
こ
の
慧
葉
を
使
っ
た
も

の
で
す
。
で
も
、
最
近
は
、
食
後
に

あ
わ
て
て
動
く
よ
り
も
、
縷
こ
ろ
ん

だ
ほ
う
が
消
化
に
も
よ
い
と
い
わ
れ
、

こ
の
｝
欝
葉
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な

り
ま
し
た
．

牛
認
慰
縫
鑛
媒
碍
．

能
力
の
劣
っ
た
も
の
が
ま
じ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
、
　
「
馬
に
乗
ら
ね
ば

牛
に
乗
れ
」
は
、
　
”
次
善
の
策
”
と

い
う
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
窪

騰

ー
ー
｛
護

ど
う
や
ら
こ
レ
、
わ
ざ
の
寺
は
悔

は
馬
に
引
け
を
取
っ
て
い
ま
す

β
姥
入
鐵
に
よ
り
、
最
近
各
地

禾
で
は
肉
ヰ
の
飼
膏
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
お
こ
し
に
ひ

と
役
買
づ
て
い
ま
す
ゆ
昨
隼
は
狂
隼

警
魏
裂
鱗
齢
欝
糾

　
　
き
き
き
蓋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

い
も
の
で
す
．
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l
F
創
寸
1

2

交
通
ネ
ッ
撫
⑲
整
傭
凝
擁
継
た

舟

すまご，ざい＞
つとおめで

町
繊
蕉
嬢
矯
地
域
の
灘
穫
化
を

訟之出町長

i鐙藤翻壽

禦
頭
の
趨
灘
い
麟
識
、

　
あ
け
家
骸
寒
、
灘
め
譲
薮
う
ご
ざ
輪
謙
撚
窃

　
今
隼
も
よ
鱒
奪
黛
お
る
よ
滋
縫
諮
糠
顯
灘
縷
灘
醗
濠
麟
．

　
曄
年
獄
、
儀
撮
講
灘
購
癒
叢
繕
、
薇
簸
灘
犠
懇
灘
灘
懇
麟
擬

圏
道
銀
聾
“
毒
拳
谷
塾
潔
審
滋
蹴
繊
獺
麗
嬢
鐵
繕
蒙
毬
鷺
、

カ
ー
ブ
の
多
嶺
、
幡
賃
の
狭
樋
匿
騰
謬
遣
購
鰻
故
轟
慧
灘

て
、
冬
季
間
も
安
心
し
で
通
総
為
遜
践
讐
麟
、
毅
篤
叢
綴
灘
・

ト
ン
ネ
ル
も
銘
成
し
て
、
孤
立
集
藩
お
騰
瀬
灘
巻
撚
態
淡

ら
解
数
さ
れ
て
、
安
心
し
て
懐
適
臓
纏
薬
懸
き
蕎
蓮
踏
灘

な
る
な
ど
、
誠
紅
書
ば
し
い
こ
と
の
多
が
鋤
艶
穣
難
鰺
綾

ま
し
た
。

　
豪
た
ソ
フ
ト
画
磁
お
脚
懸
も
、
馨
雛
鞭
森
灘
灘
懸
、
嚢
餐

が
嚢
い
好
張
韓
恵
窪
れ
だ
こ
と
あ
灘
ゆ
懸
．
盤
饗
懸
騰
懸
』

の
鷺
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
繊
譲
麟
辮
蒙
綾
翻
嚢
灘
灘
．

撮
舘
認
念
箏
業
等
が
行
わ
蕊
る
鞍
馨
鴬
鎌
蕪
灘
嚢
欝
数
灘

く
醐
催
さ
蕊
認
念
す
べ
き
舘
で
も
あ
毅
震
襲
驚
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音

　
　
綴
鐵
露
購
の
蕪
幹
産
業
㈱
一
つ
懸
麟
る
編
撫
撚
繊
藝
灘

　
ぽ
．
懸
鐡
瀧
霧
鐙
遅
れ
簿
懸
濫
か
麟
繋
繹
が
戴
鰹
澱
鵡
醗
懸

　
懸
灘
麹
鶴
霧
驚
購
、
翼
季
の
蕎
温
饗
蕪
蟹
ピ
鷹
悪
藻
癬
懸
、

　
蕊
繋
賜
続
鱒
驚
羅
作
が
疹
脱
部
し
獲
熱
　
一
部
標
薦
纏
簸
購

　
辮
懇
蘇
鱒
饗
鞭
馨
作
濠
淺
ほ
懸
れ
嶽
灘
の
醸
穫
と
隷
勲
懸

　
鞍
懸
懸
麟
難
鱒
橿
め
餐
喪
好
の
結
銀
蓬
の
護
＆
懸
撫
灘
藝

　
難
あ
蓼
蒙
灘
．

　
　
懸
⑱
藻
織
、
八
郊
園
続
恥
《
懸
雲
醸
騨
就
羅
饗
繋
醐
懸

　
邊
灘
叢
羅
き
叢
鯵
濾
毒
　
叢
露
灘
鑓
舞
糠
穫
で
騰
雪
の
嬢

　
峯
露
隣
縫
は
蘂
霧
幾
鑛
叢
部
懇
設
置
嚢
て
そ
の
懸
懸
匿
濾

　
鰻
難
驚
毅
、
第
麟
欝
藏
麟
麟
鱒
う
歴
実
獲
も
つ
、
検
驚
幽
ス

　
叢
ー
鑛
饗
鑑
織
灘
嶽
難
萎
灘
嚢
灘
叢
霧
鑛
鍵
鱒
鱒
叢
繋
蓉

　
蕎
懇
鵬
鶴
麟
態
鑓
う
篤
遜
叢
雄
倒
の
懸
い
こ
と
が
あ
っ
癒

　
鶴
饗
懇
お
・
翰
灘
議
屡
難

　
　
馨
擬
、
観
灘
鱒
騒
灘
礁
薮
懸
驚
麟
捲
定
の
炎
然
認
念
物

　
．
潟
懲
磁
叢
麟
雛
懸
繊
獺
欝
灘
　
灘
驚
犠
鯵
麟
灘
歴
嚢
に
幕

　
懇
顯
繋
簾
鶴
．
懸
織
灘
．
難
懸
き
膿
毒
難
あ
り
濠
し
た
。

　
　
繋
鱗
灘
灘
騰
懸
　
懸
難
政
改
蒸
灘
年
の
年
と
な
り
ま
塗

　
欝
．
麟
嚢
灘
灘
懸
懸
鱗
麟
厳
犠
載
織
溌
と
な
っ
て
豪
い
り

　
、
蒙
、
霧
濾
　
鍵
…
蕊
難
灘
懸
轡
お
講
撫
綾
務
の
残
蕎
は
滋
薫
兆

　
翻
懸
縫
灘
灘
纏
樵
灘
灘
撫
懇
繕
頚
繋
灘
麟
磯
総
肇
麟
聯

　
欝
繋
難
難
鱗
灘
灘
難
膨
慈
羨
鱒
韻
灘
て
お
り
窟
す
。

　
　
総
譲
、
欝
購
纒
欝
灘
萎
総
倒
熱
繋
豫
な
く
、
．
新
鶴
度
予
算

　
編
、
灘
難
簿
墾
簸
響
癒
懸
《
鱒
篇
叢
灘
ろ
で
あ
り
象
す
が
、

，
．
議
蒙
繋
灘
灘
鐡
鱒
懸
鐡
犠
雛
鱗
鍵
鱗
楚
篠
い
と
駕
宅
も
、

～

．
常
P

難

鱒
　
　
　
蜜

灘灘　　　　繋舞雛講
講
難

鑑

灘
菱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離

懇
契
繋
灘
磁
灘
懸
鱒
嬢
襲
勢
総
灘
灘
照
灘
麟
懸
灘
難
犠
灘

翻
《
婆
懇
叢
進
滋
懇
活
難
搬
懇
灘
顯
灘
灘
鍵
難
灘
繋
縫
灘

羅
鱒
葛
灘
懸
疹
悪
あ
毅
蝶
灘
ゆ

　
親
糞
糧
滋
灘
携
縁
毒
灘
蒸
灘
鱗
麟
難
難
灘
難
灘
撚
灘

集
の
登
鰯
鱒
懸
豊
礁
瀞
疹
灘
撰
饗
灘
繋
欝
灘
蒙
灘
繍
鑛

難
藷
蕩
餐
潔
灘
繍
蓼
灘
の
繋
蝋
鎌
灘
灘
灘
灘
騰
灘
灘
難
霧
籔

蘂
騰
ミ
添
懇
滋
罪
ダ
鷺
然
灘
識
灘
懸
鐡
灘
灘
鑛
総
購
灘
灘

蕎
漆
＆
獲
懸
顔
．
牽
撫
強
雛
鑛
鑛
霧
灘
灘
纒
顯
灘
懸
雛
議

薮
蕊
疹
懇
あ
雛
叢
塗
o

欝
懇
馨
態
、
翼
羅
饗
躍
繋
鍵
灘
鞍

鞭
畿
鷺
懸
懸
騰
礫
灘
麟
灘
騰
羅
難
灘
灘
撰
灘
灘
難
繋
難

獲
懸
灘
桑
塞
灘
灘
霧
鑛
馨
．
灘
騒

鱗
懇
き
蕎
難
纏
蕊
儘
縷
鞭
難
難
繋
雛
凝
灘
繕
灘
難
灘
灘
灘

総
薦
欝
霞
灘
懸
灘
叢
灘
灘
騰
欝
難

麟
雛
灘
鱗
灘
鐘
懸
驚
灘
礫
蒙
灘
蒙

灘
　
・
灘
灘

　
灘
灘
灘
霧
繕
灘
灘
灘
灘
懸
灘
纏
欝
賭
も
、
張
敵
喪

　
灘
鰻
繋
灘
鑛
撫
難
難
懸
難
灘
購
繋
欝
雛
㎜
懸
ン
ネ
ル
が
添
舘

　
灘
鑛
鑑
鞭
選
麟
灘
繋
襲
鑛
糠
総
灘
懸
縷
懸
灘
ま
す
．

　
　
懸
覇
繊
灘
嶽
灘
難
難
灘
難
欝
灘
叢
灘
露
糞
箱
赫
～

灘
懸
欝
鍵
灘
灘
灘
雛
灘
難
馨
難
灘
懇
響
墾
雛
鷺
纐
勤
藪
騨

　
懸
灘
㎜
灘
簸
灘
難
灘
獲
灘

　
　
撚
灘
灘
灘
懲
簸
嚢
灘
難
鑛
鑓
難
醗
馨
鐡
饗
備
臓
鎌
懸
《
、

麟
購
嚢
融
難
灘
鞭
灘
灘
難
難
灘
難
羅
欝
欝
し
嶽
け
鱈
ぽ

　
難
講
難
難
懸
灘
難
灘
簸
難
麟
羅
難
饗
雛
灘
欝
、
町
髭
餐
紘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
雛
灘
雛
灘
辮
鐵
灘
灘
懸
灘
難
鑛
懸
灘
灘
難
繊
欝
繋
難
鱗
簸
叢

　
懸
饗
繊
懸
灘
鍵
灘
灘
灘
鎌

　
黙
　
麟
灘

覇灘
難
，

　
　
　
　
　
織
．

　
　
　
　
　
　
　
襲
陥

　
　
　
　
　
　
　
露
　
慈

　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
羅
鰻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

糞

．
「
多
藁
離
離

榊
　
　
偶
て
い
目
反
す
う
類
ウ
シ
科

舶

㎜｝ギ
§
葦
蓋
董
奪
璽
婁
｝

の
動
物
で
す
。
鷺
が
四
つ
あ

っ
て
反
す
う
す
る
こ
と
は
よ

く
蜘
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
家
畜
と
し
て
の
牛
に
は
役

隼
、
肉
隼
、
乳
隼
な
ど
が
い

ま
す
。
臼
本
で
も
戦
前
は
、

農
耕
や
運
搬
な
ど
に
盛
ん
に

役
隼
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た

が
、
叢
近
で
は
、
そ
う
し
た

風
景
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
り
ま
し
た
。
家
畜
以
外
の

隼
に
は
野
牛
、
水
隼
な
ど
が

き
き
き
き
き
き
き

い
ま
す
。
牛
が
家
畜
と
し
て
飼
わ
れ

た
の
は
、
新
贋
雛
時
代
あ
た
り
が
起

源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
臼
添
で
も
、

縄
文
時
代
に
ヰ
が
飼
わ
れ
て
い
た
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
が
牛
と
聞
い
て
イ
メ

ー
ジ
す
る
の
は
、
牧
場
の
嵐
景
に
よ

く
似
禽
う
臼
と
黒
の
乳
体
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

黛
賀
状
な
ど
の
干
支
の
イ
ラ
ス
ト
に

登
場
す
る
の
は
茶
色
の
塵
が
多
い
よ

う
で
す
。

人
訪
捕
蕗
い
壌
雛
嘆

ま
す
。
一
番
よ
く
蜘
ら
れ
て
い
る
の

は
、
　
「
食
事
を
し
て
す
ぐ
寝
る
と
体

に
な
る
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

蒼
は
行
儀
の
悪
い
子
を
し
か
る
と
き

に
親
が
よ
く
こ
の
慧
葉
を
使
っ
た
も

の
で
す
。
で
も
、
最
近
は
、
食
後
に

あ
わ
て
て
動
く
よ
り
も
、
縷
こ
ろ
ん

だ
ほ
う
が
消
化
に
も
よ
い
と
い
わ
れ
、

こ
の
｝
欝
葉
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な

り
ま
し
た
．

牛
認
慰
縫
鑛
媒
碍
．

能
力
の
劣
っ
た
も
の
が
ま
じ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
、
　
「
馬
に
乗
ら
ね
ば

牛
に
乗
れ
」
は
、
　
”
次
善
の
策
”
と

い
う
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
窪

騰

ー
ー
｛
護

ど
う
や
ら
こ
レ
、
わ
ざ
の
寺
は
悔

は
馬
に
引
け
を
取
っ
て
い
ま
す

β
姥
入
鐵
に
よ
り
、
最
近
各
地

禾
で
は
肉
ヰ
の
飼
膏
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
お
こ
し
に
ひ

と
役
買
づ
て
い
ま
す
ゆ
昨
隼
は
狂
隼

警
魏
裂
鱗
齢
欝
糾

　
　
き
き
き
蓋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

い
も
の
で
す
．
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
～
瓢

鶴

懸3

難

欄

潔



1
創
創
寸
1

例
撫月

が
経
過
し
、
い
よ
い
よ
昨
年
十
二
月
か
ら
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

は
、
こ
の
プ
ナ
条
佛
の
内
容
に
つ
い
て
お
無
ら
せ
し
ま
す
。

「
町
の
ブ
ナ
を
守
ろ
う
し
と
昨
年
穴
月
の
町
議
会
で
、
　
『
松
之
山
町
ブ
ナ
条

が
可
決
し
舗
定
さ
れ
ま
し
た
。
二
の
ブ
ナ
条
働
が
倒
定
さ
れ
て
か
ら
穴
力

　
遠
い
蒼
か
ら
私
た
ち
は
、
ブ
ナ
な

ど
広
葉
樹
林
の
恩
恵
を
た
く
さ
ん
受

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
代
化

の
進
展
と
と
も
に
広
葉
樹
林
を
伐
採

し
、
杉
な
ど
の
針
葉
樹
林
へ
の
植
林

が
行
わ
れ
、
広
葉
樹
林
の
美
し
い
姿

が
滴
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
由
崩
れ
や
水

源
か
ん
養
力
の
簑
退
、
野
鳥
や
小
動

物
の
盆
濡
範
翻
が
狭
め
ら
れ
る
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
輿
体
的
な
形
で

理
れ
て
き
て
い
崖
す
。

　
ブ
ナ
を
代
表
と
す
る
広
葉
樹
林
が

生
態
系
や
図
土
の
保
全
に
鐙
っ
て
い

る
役
翻
は
た
い
へ
ん
に
大
き
く
、
そ

の
こ
と
を
牽
分
に
理
解
し
な
が
ら
、

町
内
に
残
っ
て
い
る
プ
ナ
林
を
後
磁

に
残
し
、
保
護
し
ヂ
、
行
く
必
要
が
あ

　
　
ぬ
　
ゆ

ま
サ

今
月
畢
で

条
例
倒
定
の

　
　
　
　
　
　
目
的
と
は

　
ブ
ナ
に
代
裏
さ
れ
る
広
葉
樹
林
は
、

燭
土
や
隻
態
系
の
保
金
に
重
要
な
役

翻
を
撫
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
美
し

い
農
山
轡
の
暴
観
を
形
成
し
、
私
た

ち
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
を
与
え
て

く
れ
て
い
ま
す
．

　
そ
の
よ
う
な
ヅ
’
ナ
を
町
と
町
斑
が

一
体
と
な
っ
て
保
護
と
欝
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
鷹
産
や
観
光
資
源
と

し
て
脊
効
な
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
て

て
行
く
こ
と
を
臼
的
と
し
て
い
ま
す
心

『
ブ
ナ
林
賑
と
は

　
こ
の
条
例
で
「
ブ
ナ
林
し
と
は
、

天
然
林
や
人
工
林
を
問
わ
ず
、
ブ
ナ

や
広
葉
樹
林
が
一
体
と
な
っ
て
群
焦

し
て
い
る
鷺
域
を
い
い
ま
す
。

ブ
ナ
林
を

保
護
猛
域
に
指
定

　
驚
長
は
、
プ
ナ
林
を
総
禽
的
に
勘

案
し
、
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
た
区
域
を
保
護
区
域
と
し
て
櫓
濁
疋

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
保
譲
馨
域
の
指
建
に
あ
た

っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
果
然
林
及
び
人
工
林
を
問
わ
ず
、

　
す
ぐ
れ
た
プ
ナ
林
を
形
成
し
て
い

　
る
薩
域
で
、
そ
の
醐
積
が
お
お
む

　
ね
｝
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
烹
の
も
の

②
樹
木
の
種
類
も
し
く
は
そ
の
状
態

　
が
特
異
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
そ
れ

　
を
倉
む
周
辺
の
区
域
が
一
偽
と
な

　
っ
て
宿
然
環
境
を
形
成
し
て
い
る

　
区
域
で
、
そ
の
爾
積
が
○
・
五
ヘ

　
ク
タ
ー
ル
以
上
の
も
の

　
な
お
、
自
然
公
園
法
紅
定
め
ら
れ

た
区
域
は
保
謹
鼠
域
に
倉
ま
れ
ず
、

指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
所
鞍
煮
及
び

購
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
護
区
域
内
で
は

　
　
居
け
出
が
必
要

　
ブ
ナ
林
の
保
護
区
域
内
と
し
て
指

建
さ
れ
る
と
、
そ
の
鷹
域
内
で
漸
禽

暫
が
次
の
行
為
を
行
う
場
命
は
、
町

長
に
そ
の
鷺
を
薦
け
出
る
義
務
が
あ
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①
所
脊
権
の
移
転

②
ブ
ナ
林
の
保
膏
や
管
理
騒
的
を
除

　
く
水
竹
の
伐
採

③
管
理
道
を
禽
む
道
踏
の
建
設

④
そ
の
他
薫
作
物
の
設
置

　
な
お
、
跡
長
は
麓
け
患
を
受
け
て

研
霧
餐
に
対
し
助
欝
や
指

導
蕊
た
は
勧
籍
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ナ
林
の
保
護

な
ど
を
図
る
た
め
、
所
轡

餐
に
対
し
予
算
の
範
霞
に

お
い
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

保
護
区
域
の

指
定
に
向
け

　
当
町
紅
は
、
　
「
天
水
越

の
ブ
ナ
の
漂
生
林
」
や
購

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
つ

て
い
る
松
欝
の
「
葵
人
林
恥

な
ど
ま
だ
多
く
の
ブ
ナ
林

が
残
っ
て
い
ま
す
。
春
の
新
緑
の
寮

節
や
秋
の
紅
簾
の
畢
節
、
ま
た
、
の

季
節
に
も
ブ
ナ
は
美
し
い
松
之
織
の

風
暴
と
し
て
そ
の
姿
を
箆
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
美
し
い
プ
ナ
林

を
購
蔑
の
髪
さ
ん
と
と
も
に
守
り
、

後
轍
に
残
し
ヅ
、
行
き
た
い
と
響
え
て

エ
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そ
の
姿
を
箆
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
美
し
い
プ
ナ
林

を
購
蔑
の
髪
さ
ん
と
と
も
に
守
り
、

後
轍
に
残
し
ヅ
、
行
き
た
い
と
響
え
て

エ
　
　
　
ワ
　
ゆ

レ
ま
諦
づ

　
現
姦
、
町
で
は
保
護
躍
域
の
指
定

を
行
う
た
め
に
調
癒
や
集
落
の
皆
さ

ん
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
保
護

譲
域
の
指
建
や
ブ
ナ
林
の
保
護
、
活

用
に
あ
た
り
職
撲
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
纐
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ブ
ナ
条
例
に
つ
い
て
の
お

闘
い
瓜
職
わ
せ
は
町
役
場
振
興
諜
企
繭

調
整
係
ま
で
姪
6
－
3
三
3
入
鐡
）

4

　
町
の
住
電
事
傭
を
数
善
す
る
た
め
、
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た

「
町
営
住
電
松
嵐
出
第
二
國
地
」
が
昨
奪
末
に
竣
工
し
ま
し
た
．
四

月
か
ら
供
購
を
醐
始
し
ま
す
の
で
、
次
の
募
集
要
項
に
よ
り
入
農

者
を
募
集
し
濠
す
．
入
屠
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
募
集
要
項

に
ょ
り
お
串
し
込
み
く
だ
さ
い
．

募
集
要
項

◇
住
電
の
種
類

　
特
定
公
興
賃
借
焦
宅

φ
住
竃
の
衝
在
地

　
松
之
山
購
大
事
松
之
由
掌
上
ノ
由

　
一
、
　
…
闘
一
二
ー
縢

φ
戸
数
お
よ
び
規
模
等

①
全
m
戸

　
②
芦
盗
た
り
専
用
麟
穣
田
・
2
癬

　
③
木
造
蕩
鎌
二
階
建

◇
入
屠
者
の
資
格

イ
、
康
則
階
麟
に
鵬
す
る

　
①
醗
繹
要
件
藝
入
艦
灘
及
び
岡
旛

　
　
親
簾
の
藤
簿
を
瓜
わ
せ
た
額
が

　
　
緯
万
円
以
上
雛
万
7
千
円
以
下

　
　
（
月
収
換
舞
〉

　
②
自
　
繕
催
要
件
聾
窃
り
縷
住
り

　
　
る
た
め
餓
竃
を
必
要
と
し
て
い

　
　
る
こ
と
．

③
岡
聡
親
嫉
要
件
鋒
岡
屠
す
る
親

　
族
を
糞
す
る
こ
と
．

織
、
災
轡
、
不
良
催
竃
の
撤
去
等
の

　
　
特
刷
の
箏
鷹
が
あ
り
、
驚
長
が

　
　
認
め
る
餐

ハ
、

◇
蜜
賃
、

イ
、　

①
収
入
月
額
緯
万
円
以
上
綴
万
7

　
　
千
円
以
下
手
3
万
8
千
円

②
収
入
月
額
鐙
万
7
千
円
を
超
え

　
　
紛
万
7
千
消
以
下
　
毒
　
4
万

　
　
6
千
5
薇
鍔

　
③
収
入
月
額
姐
万
7
千
円
を
超
え

　
　
58
万
2
千
円
　
毒
　
5
万
3
千

　
　
2
頁
円

欝
、
敷
金

　
　
蒙
籔
の
3
ヵ
月
分

ハ
、
入
屠
予
定
繍

　
　
4
鍔
上
旬

⇔
入
屠
串
込
み
期
間

溝
農
親
族
が
な
い
著
年
単
身
餐

｛
剛
け
賃
貸
住
竃
と
し
て
、
地
域

の
実
構
を
勘
案
し
、
購
長
が
認

め
る
蕎

　
　
そ
の
地
の
賃
貸
条
件

家
質

　
平
成
9
年
王
月
2
2
黛
（
水
）
か
ら
平

　
成
9
年
1
月
綴
厳
（
金
）
ま
で
の
鐙

　
欝
問

⇔
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
入
屠
確
込
み
書
（
町
役
場
建
設

　
∫
課
建
設
係
に
あ
り
ま
す
）

②
蔽
奪
の
断
得
証
明
書
く
平
成
7

、
舘
分
）

③
住
罠
票

◇
入
居
者
の
選
考
方
法

①
牢
込
み
が
鱒
戸
を
超
え
る
場
禽

　
　
は
、
抽
選
に
よ
り
ま
す
。

　
②
購
込
み
が
壬
0
戸
を
超
え
な
い
場

　
　
禽
は
住
竃
の
園
窮
度
、
岡
縢
親

　
　
族
の
人
数
等
篤
足
の
基
準
に
よ

　
　
り
選
考
し
ま
す
。

町
営
住
宅
第
一

（
2
階
平
藤
國
）

輩階の縢間と台所

（
い
づ
れ
も
資
格
審
奮
後
）

◇
そ
の
他

　
町
営
住
篭
入
繕
に
関
す
る
問
い
禽

サ
先
は
、
町
役
場
建
設
諜
建
設
係
へ

難
6
－
3
三
3
1
（
内
線
3
5
〉

一
団
地
の
問
取
り
（
二
戸
分
）

（
三
階
平
藏
図
）

中

串

＼

搾等判

驚縮

0
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l
o
り
創
寸
1

保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
・
管
理
条
例

公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
を
制
定

　
平
成
八
年
第
八
鰻
）
町
議
会
定
例

余
が
牽
二
月
牽
九
猿
・
二
十
嬢
の
二

鷺
問
調
催
さ
れ
、
条
鯛
の
翻
定
や
平

成
八
年
度
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
、

　
ま
た
、
松
之
由
時
教
欝
婁
醸
、
瓜
、
劫
婁

愚
一
嶺
が
平
成
八
年
十
二
月
三
十
…

醸
で
退
職
し
欠
蝿
と
な
る
た
め
、
そ

の
選
任
に
あ
た
っ
て
の
同
葱
も
行
わ

れ
ま
し
た
．

　
｝
般
質
問
で
は
、
鴛
名
の
議
轟
が

「
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
｝
営
の
墓
本
に

つ
い
て
」
　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
萄
効

運
用
に
つ
い
て
幅
な
獄
二
十
　
項
目

に
つ
い
て
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容
は
、
　
「
議

会
だ
よ
り
し
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
今
闘
審
議
さ
れ
た
補
疋
静
算
霜
よ

び
棄
例
の
翻
定
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
霧
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
癒

写
箕
関
係
｝

φ
榊
般
会
甜
補
疋

　
　
歳
入
歳
礁
と
も
三
千
六
十
六
万

　
六
千
円
を
減
額
し
、
総
額
三
十
八

　
億
鷺
千
六
万
七
千
－
円
と
な
り
ま
し

　
た
。

φ
國
罠
健
康
保
陵
特
溺
会
計
補
正

　
　
事
業
勘
定
は
歳
入
歳
患
と
も
潔

　
三
万
七
千
円
を
追
纐
し
、
二
億
七

　
千
照
欝
三
十
五
万
七
千
円
と
な
り

　
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
直
鴬
診
療
施
設
松
之
撫

　
診
療
一
勝
勘
｛
疋
は
歳
入
歳
繊
と
・
も
千

　
九
、
琢
万
門
を
追
加
し
、
三
億
閥
千

　
二
欝
七
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
．

◇
老
人
保
健
特
溺
会
計
補
疋

　
　
歳
入
歳
出
と
も
闘
千
九
、
覆
懸
十

　
穴
“
力
薫
千
円
を
一
追
加
し
、
　
五
億
二

　
千
愁
欝
慧
ハ
十
｝
鵠
力
三
墨
－
照
口
と
な
り

　
ま
し
た
。

〈
〉
簡
易
水
道
箏
業
特
瑚
会
謝
補
疋

　
　
歳
出
予
算
の
項
内
の
補
厩
で
あ

　
り
、
歳
入
歳
出
の
総
額
に
は
変
更

　
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
下
水
濫
事
業
特
割
会
欝
補
正

　
歳
入
’
歳
申
周
レ
㌦
も
㎜
鷺
懲
論
ハ
十
五
万

　
一
．
干
円
を
減
額
し
、
五
億
八
千
九

　
欝
二
万
｝
ト
円
と
な
り
譲
し
た
．

｛
条
例
関
係
】

◇
松
之
山
欝
特
定
、
、
薬
賃
貸
住
塞
管

　
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
〉
松
之
山
町
地
域
防
露
捧
制
整
備
施

　
設
の
設
置
象
よ
ぴ
管
理
磁
濁
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
粂
例
に

　
つ
い
て

◇
松
之
山
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

　
部
を
改
蕉
す
る
条
例
の
提
出
紅
つ

　
い
て

◇
松
之
撫
町
上
禰
川
地
謀
コ
ミ
畿
ユ

　
テ
ィ
ー
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
髄
定
鵜
つ
い
て

⇔
松
之
山
溝
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
お
よ
び
管
理
紅
関
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

◇
松
之
山
町
健
康
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
お
よ
び
管
理
紅
関
す
る
条
例
を
廃

　
止
す
る
条
綱
の
提
出
鑓
つ
い
て

◇
松
之
山
購
筏
宅
介
護
支
’
援
セ
ン
タ

　
ー
の
設
綴
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
潮
定
に
つ
い
て

◇
松
之
由
購
特
測
職
の
職
眞
で
非
常

　
勤
の
も
の
の
報
醜
お
よ
び
難
礪
弁

　
償
に
関
す
る
条
例
の
｝
部
を
改
疋

　
す
る
条
例
の
提
餓
に
つ
い
て

◇
松
之
撫
驚
職
轟
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
等
の
一
部
を
改
距
す
る
条
例

　
の
提
庸
に
つ
い
て

◇
松
之
山
購
税
条
例
の
一
部
を
改
蕉

　
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て

◇
総
禽
保
養
地
域
滋
お
け
る
圃
定
資

　
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条

　
例
の
“
一
部
を
改
蕉
す
る
条
例
の
提

　
出
に
つ
い
て

門
町
教
育
委
鼠
会
委
員
の
選
任
一

　
松
之
山
臨
教
脊
婁
貴
会
婁
員

　
撫
藤
宏
”
一
氏
（
上
越
霧
寺
町
〉

．
こ
協
力
あ
り
が
と
う
、
こ
ざ
い
ま
し
た
！

赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　
今
年
の
「
赤
い
羽
根
共
岡
募
金
・

歳
来
た
す
け
あ
い
運
動
」
に
は
、
町

畏
の
み
な
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
お

金
や
繍
物
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
あ
．
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ウ

　
特
に
女
牲
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
み
な

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
、
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
も
ち
米
ひ
と
り
握
り
・
タ
オ

ル
一
本
運
動
」
鑓
は
、
も
ち
米
が
約

三
六
六
キ
穏
、
　
タ
オ
ル
が
一
、
　
一
　
一

穴
本
も
寄
「
せ
ら
れ
ま
し
た
。

、
士
再
照
懸
と
五
鷺
、
も
ち
米
と

タ
オ
ル
、
老
入
会
か
ら
寄
付
い
た
だ

い
た
お
疋
月
粥
の
し
め
舗
り
を
持
参

し
、
各
施
設
へ
の
歳
累
木
慰
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
五
臼
の
慰
問
で
は
女
性

蕊
）

壁

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
老
人
会
、
畏
甕
婁

貫
の
各
代
表
暫
も
参
癩
。
慰
問
先
で

は
、
轟
物
の
贈
呈
や
豪
購
出
身
の
入

斯
沓
と
の
懇
談
も
行
わ
れ
大
変
よ
ろ

こ
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
纂
金
い
た
だ
い
た
内
訳
は

次
の
と
お
り
で
す
。

φ
赤
い
羽
根
共
岡
募
金

…
戸
劉
募
金
　
　
六
九
九
、

学
校
幕
金
　
　
五
〇
、

そ
の
他
　
　
｝
皿
八
、

計
　
　
八
六
七
、

◇
歳
宋
た
す
け
あ
い
募
金

　
　
　
　
　
　
一

令
募
金
の
合
欝

　
　
　
　
一
、

二
五
〇
円

一
八
．
五
円

五
三
〇
円

九
六
五
円

　
五
〇
、
○
○
○
円

一
　
一
七
、
　
九
六
五
円

6

本
山
秀
昭
教
育
長
が
退
職

新
教
育
長
振
藤
審
醐
さ
轟
灘
趣

舶藤宏一教膏長

　
茶
山
秀
昭
教
鳶
長
が
病
気
療
養
の

た
め
、
平
成
八
葎
十
二
月
三
十
一
撮

で
退
職
し
ま
し
た
鄭
本
山
さ
ん
は
昭

秘
穴
十
　
無
鰻
月
に
就
任
さ
れ
、
以

来
十
年
九
カ
月
間
教
奮
長
と
し
て
教

欝
業
務
に
従
事
さ
れ
町
教
欝
行
政
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
、
長
い
間
、
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
本
山
さ
ん
の
退
職
で
騎
教
欝
黍
轟

会
蚕
愚
が
一
名
欠
轟
と
な
る
た
め
、

十
工
月
定
例
議
会
に
お
い
て
元
松
之

山
中
学
校
、
長
の
撫
藤
宏
一
さ
ん
（
上

越
斎
寺
町
〉
が
議
会
の
岡
意
を
得
て

教
欝
婁
鰻
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
町
教
育
婁
鐘
会
は
、

県
教
膏
婁
蝿
会
の
承
認
を
得
て
、
平

成
九
年
一
月
一
欝
付
で
茄
藤
さ
ん
を

教
育
、
長
に
任
命
し
ま
し
た
。
任
期
は

単
成
十
ア
年
九
月
三
十
磯
ま
で
で
す
、

《
繍
藤
宏
｝
さ
ん
の
憲
な
経
歴
》

　
昭
和
七
無
七
月
二
十
鴛
興
生
窪
れ
、

浦
額
小
学
校
長
、
松
之
山
中
学
校
、
長
、

上
越
り
ー
ジ
遡
ン
プ
ラ
ザ
支
醜
人
な

ど
を
歴
任
。
規
建
所
は
松
之
由
町
大

磯
乎
松
ツ
嶋
山
一
二
〇
論
ハ
麓
地
二

　
　
　
　
　
場
　
　
1

　
　
　
　
　
役
係
纏

　
　
　
　
　
町
金
3
紛

　
　
　
　
　
由
年
卜
韓

　
　
　
　
　
之
戻

　
　
　
　
　
松
国
鍛

罠
年
金
係
家
た
は
縫
会
保
険
票
務

断
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

っ
て
得
す
る
年
金
知
識

　
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
地
元
の

安
塚
蕎
校
松
之
由
分
校
（
こ
こ
で
は

松
蕩
と
呼
び
ま
す
〉
へ
の
よ
り
一
腰

の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
今
月

畢
か
ら
「
松
｛
働
つ
う
し
ん
」
を
麗
設

し
ま
し
た
。
松
嵩
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

情
報
な
ど
、
そ
の
都
度
褐
載
し
紹
介

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
十
ご
月
十
繍
の
午
後
、
松
高
で
松

之
由
中
学
三
年
五
〇
名
が
参
撫
し
て

「
学
校
兇
『
学
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
麟
の
箆
掌
会
は
、
十
一
月
に
闘

催
さ
れ
た
松
高
紺
策
検
討
会
議
の
結

果
と
、
中
学
校
か
ら
の
希
望
で
、
中

掌
三
年
生
に
蕎
校
を
も
っ
と
よ
く
矩

っ
て
も
ら
お
う
と
実
親
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
見
掌
会
で
は
ま
ず
、
鑑
藤
秀
男
校

長
か
ら
「
よ
く
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
今
鷺
は
短
い
時
闘
で
す
が
、
学

校
の
す
べ
て
の
施
設
設
備
や
授
業
、

分
校
全
体
を
み
て
く
だ
さ
い
凶
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
阿
部
忠
孝
教
頭
が
「
今

覆
は
松
之
山
分
校
を
つ
ぶ
さ
に
晃
学

し
て
い
た
だ
き
、
進
跨
決
定
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、

学
校
の
指
導
内
容
や
行
事
、
進
路
状

況
な
ど
の
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

松
之
山
中
学
三
年
生
が

学
校
見
学
会

知園
民
年
金
の
保
険
料
は

桂
会
保
険
料
挫
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　
斯
簿
税
の
隼
宋
調
整
が
行
わ
れ

る
蒔
期
に
な
り
ま
し
た
、
麟
罠
無

金
の
保
険
料
は
、
全
額
が
徽
会
保

険
料
撞
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
．

　
蓬
除
の
紺
象
と
陰
る
の
は
、
平

成
八
奪
副
月
か
ら
牽
こ
癩
蒙
で
の

一
隼
閥
に
納
め
た
す
べ
て
の
保
険

料
噂
す
．
本
人
の
保
険
料
だ
け
で

鞍
く
家
族
の
保
険
料
も
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
免
除
鯛
間
の
追
納
保

険
料
や
今
年
納
め
た
も
の
で
あ
れ

ば
遜
表
の
未
納
保
険
料
な
ど
も
対

象
に
な
9
ま
す
。
納
め
た
保
険
料

の
領
駁
灘
書
は
大
切
に
保
管
じ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
灘
成
八
薙
の
保
険
料
は
、
表
の

と
お
診
瞭
す
。
納
め
た
金
額
が
わ

か
ら
な
い
と
登
は
、
騎
役
場
の
麟

●平成8年の保験料額

簸額保険料

職脚i彫顎i1か月i11，70粥
　　　　　　　・トー』雫一
讐塵簸捲怨饗．i、塘鷹、、、！鍾登鰻

　　1年分グ）保険料　1肇45・800円

　驚額保険料と付蜘保険料

職彌置源爾1’－1巨，’驚醐

睡蟹翅灘仁．⑳藪
i　1無分の保険料　i逢50，600懸
しミー一一一一一一一一一一一一……・一晶・……・…・一・一…”㎜ノ

　
ま
た
、
蕩
橋
静
男
先
生
か
ら
は
「
小

規
模
校
だ
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
の

進
驚
が
可
能
だ
．
少
人
数
で
も
授
業

を
や
る
の
で
、
力
が
す
ご
く
伸
び
る
。

そ
の
人
に
ム
わ
せ
た
授
業
が
か
な
り

可
能
に
な
る
し
な
ど
松
高
の
特
長
が

詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
～
三
年
生
の
授
業
参

観
や
校
食
見
学
が
行
わ
れ
、
中
学
生

は
思
い
思
い
に
行
動
し
て
い
ま
し
た
、

　
授
業
参
観
で
は
、
は
じ
め
遠
慮
ぎ

み
に
廊
下
で
の
参
観
で
し
た
が
、
や

が
て
嵩
校
な
ら
で
は
の
独
特
の
授
業

風
景
に
積
極
的
に
教
室
の
中
磁
入
っ

て
授
業
を
参
観
し
て
い
豪
し
た
。

　
見
掌
会
の
最
後
は
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
申
学
盗
か
ら
は
体
奮
施
設
や

各
教
科
の
評
偲
、
翻
服
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
が
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
学
校
晃
学
会

は
、
大
変
精
意
義
だ
っ
た
よ
う
で
す
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盗英驕の授業を参観する中学3年
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l
o
り
創
寸
1

保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
・
管
理
条
例

公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
を
制
定

　
平
成
八
年
第
八
鰻
）
町
議
会
定
例

余
が
牽
二
月
牽
九
猿
・
二
十
嬢
の
二

鷺
問
調
催
さ
れ
、
条
鯛
の
翻
定
や
平

成
八
年
度
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
、

　
ま
た
、
松
之
由
時
教
欝
婁
醸
、
瓜
、
劫
婁

愚
一
嶺
が
平
成
八
年
十
二
月
三
十
…

醸
で
退
職
し
欠
蝿
と
な
る
た
め
、
そ

の
選
任
に
あ
た
っ
て
の
同
葱
も
行
わ

れ
ま
し
た
．

　
｝
般
質
問
で
は
、
鴛
名
の
議
轟
が

「
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
｝
営
の
墓
本
に

つ
い
て
」
　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
萄
効

運
用
に
つ
い
て
幅
な
獄
二
十
　
項
目

に
つ
い
て
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容
は
、
　
「
議

会
だ
よ
り
し
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
今
闘
審
議
さ
れ
た
補
疋
静
算
霜
よ

び
棄
例
の
翻
定
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
霧
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
癒

写
箕
関
係
｝

φ
榊
般
会
甜
補
疋

　
　
歳
入
歳
礁
と
も
三
千
六
十
六
万

　
六
千
円
を
減
額
し
、
総
額
三
十
八

　
億
鷺
千
六
万
七
千
－
円
と
な
り
ま
し

　
た
。

φ
國
罠
健
康
保
陵
特
溺
会
計
補
正

　
　
事
業
勘
定
は
歳
入
歳
患
と
も
潔

　
三
万
七
千
円
を
追
纐
し
、
二
億
七

　
千
照
欝
三
十
五
万
七
千
円
と
な
り

　
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
直
鴬
診
療
施
設
松
之
撫

　
診
療
一
勝
勘
｛
疋
は
歳
入
歳
繊
と
・
も
千

　
九
、
琢
万
門
を
追
加
し
、
三
億
閥
千

　
二
欝
七
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
．

◇
老
人
保
健
特
溺
会
計
補
疋

　
　
歳
入
歳
出
と
も
闘
千
九
、
覆
懸
十

　
穴
“
力
薫
千
円
を
一
追
加
し
、
　
五
億
二

　
千
愁
欝
慧
ハ
十
｝
鵠
力
三
墨
－
照
口
と
な
り

　
ま
し
た
。

〈
〉
簡
易
水
道
箏
業
特
瑚
会
謝
補
疋

　
　
歳
出
予
算
の
項
内
の
補
厩
で
あ

　
り
、
歳
入
歳
出
の
総
額
に
は
変
更

　
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
下
水
濫
事
業
特
割
会
欝
補
正

　
歳
入
’
歳
申
周
レ
㌦
も
㎜
鷺
懲
論
ハ
十
五
万

　
一
．
干
円
を
減
額
し
、
五
億
八
千
九

　
欝
二
万
｝
ト
円
と
な
り
譲
し
た
．

｛
条
例
関
係
】

◇
松
之
山
欝
特
定
、
、
薬
賃
貸
住
塞
管

　
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
〉
松
之
山
町
地
域
防
露
捧
制
整
備
施

　
設
の
設
置
象
よ
ぴ
管
理
磁
濁
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
粂
例
に

　
つ
い
て

◇
松
之
山
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

　
部
を
改
蕉
す
る
条
例
の
提
出
紅
つ

　
い
て

◇
松
之
撫
町
上
禰
川
地
謀
コ
ミ
畿
ユ

　
テ
ィ
ー
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
髄
定
鵜
つ
い
て

⇔
松
之
山
溝
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
お
よ
び
管
理
紅
関
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

◇
松
之
山
町
健
康
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
お
よ
び
管
理
紅
関
す
る
条
例
を
廃

　
止
す
る
条
綱
の
提
出
鑓
つ
い
て

◇
松
之
山
購
筏
宅
介
護
支
’
援
セ
ン
タ

　
ー
の
設
綴
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
潮
定
に
つ
い
て

◇
松
之
由
購
特
測
職
の
職
眞
で
非
常

　
勤
の
も
の
の
報
醜
お
よ
び
難
礪
弁

　
償
に
関
す
る
条
例
の
｝
部
を
改
疋

　
す
る
条
例
の
提
餓
に
つ
い
て

◇
松
之
撫
驚
職
轟
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
等
の
一
部
を
改
距
す
る
条
例

　
の
提
庸
に
つ
い
て

◇
松
之
山
購
税
条
例
の
一
部
を
改
蕉

　
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て

◇
総
禽
保
養
地
域
滋
お
け
る
圃
定
資

　
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条

　
例
の
“
一
部
を
改
蕉
す
る
条
例
の
提

　
出
に
つ
い
て

門
町
教
育
委
鼠
会
委
員
の
選
任
一

　
松
之
山
臨
教
脊
婁
貴
会
婁
員

　
撫
藤
宏
”
一
氏
（
上
越
霧
寺
町
〉

．
こ
協
力
あ
り
が
と
う
、
こ
ざ
い
ま
し
た
！

赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　
今
年
の
「
赤
い
羽
根
共
岡
募
金
・

歳
来
た
す
け
あ
い
運
動
」
に
は
、
町

畏
の
み
な
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
お

金
や
繍
物
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
あ
．
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ウ

　
特
に
女
牲
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
み
な

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
、
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
も
ち
米
ひ
と
り
握
り
・
タ
オ

ル
一
本
運
動
」
鑓
は
、
も
ち
米
が
約

三
六
六
キ
穏
、
　
タ
オ
ル
が
一
、
　
一
　
一

穴
本
も
寄
「
せ
ら
れ
ま
し
た
。

、
士
再
照
懸
と
五
鷺
、
も
ち
米
と

タ
オ
ル
、
老
入
会
か
ら
寄
付
い
た
だ

い
た
お
疋
月
粥
の
し
め
舗
り
を
持
参

し
、
各
施
設
へ
の
歳
累
木
慰
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
五
臼
の
慰
問
で
は
女
性

蕊
）

壁

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
老
人
会
、
畏
甕
婁

貫
の
各
代
表
暫
も
参
癩
。
慰
問
先
で

は
、
轟
物
の
贈
呈
や
豪
購
出
身
の
入

斯
沓
と
の
懇
談
も
行
わ
れ
大
変
よ
ろ

こ
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
纂
金
い
た
だ
い
た
内
訳
は

次
の
と
お
り
で
す
。

φ
赤
い
羽
根
共
岡
募
金

…
戸
劉
募
金
　
　
六
九
九
、

学
校
幕
金
　
　
五
〇
、

そ
の
他
　
　
｝
皿
八
、

計
　
　
八
六
七
、

◇
歳
宋
た
す
け
あ
い
募
金

　
　
　
　
　
　
一

令
募
金
の
合
欝

　
　
　
　
一
、

二
五
〇
円

一
八
．
五
円

五
三
〇
円

九
六
五
円

　
五
〇
、
○
○
○
円

一
　
一
七
、
　
九
六
五
円

6

本
山
秀
昭
教
育
長
が
退
職

新
教
育
長
振
藤
審
醐
さ
轟
灘
趣

舶藤宏一教膏長

　
茶
山
秀
昭
教
鳶
長
が
病
気
療
養
の

た
め
、
平
成
八
葎
十
二
月
三
十
一
撮

で
退
職
し
ま
し
た
鄭
本
山
さ
ん
は
昭

秘
穴
十
　
無
鰻
月
に
就
任
さ
れ
、
以

来
十
年
九
カ
月
間
教
奮
長
と
し
て
教

欝
業
務
に
従
事
さ
れ
町
教
欝
行
政
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
、
長
い
間
、
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
本
山
さ
ん
の
退
職
で
騎
教
欝
黍
轟

会
蚕
愚
が
一
名
欠
轟
と
な
る
た
め
、

十
工
月
定
例
議
会
に
お
い
て
元
松
之

山
中
学
校
、
長
の
撫
藤
宏
一
さ
ん
（
上

越
斎
寺
町
〉
が
議
会
の
岡
意
を
得
て

教
欝
婁
鰻
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
町
教
育
婁
鐘
会
は
、

県
教
膏
婁
蝿
会
の
承
認
を
得
て
、
平

成
九
年
一
月
一
欝
付
で
茄
藤
さ
ん
を

教
育
、
長
に
任
命
し
ま
し
た
。
任
期
は

単
成
十
ア
年
九
月
三
十
磯
ま
で
で
す
、

《
繍
藤
宏
｝
さ
ん
の
憲
な
経
歴
》

　
昭
和
七
無
七
月
二
十
鴛
興
生
窪
れ
、

浦
額
小
学
校
長
、
松
之
山
中
学
校
、
長
、

上
越
り
ー
ジ
遡
ン
プ
ラ
ザ
支
醜
人
な

ど
を
歴
任
。
規
建
所
は
松
之
由
町
大

磯
乎
松
ツ
嶋
山
一
二
〇
論
ハ
麓
地
二

　
　
　
　
　
場
　
　
1

　
　
　
　
　
役
係
纏

　
　
　
　
　
町
金
3
紛

　
　
　
　
　
由
年
卜
韓

　
　
　
　
　
之
戻

　
　
　
　
　
松
国
鍛

罠
年
金
係
家
た
は
縫
会
保
険
票
務

断
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

っ
て
得
す
る
年
金
知
識

　
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
地
元
の

安
塚
蕎
校
松
之
由
分
校
（
こ
こ
で
は

松
蕩
と
呼
び
ま
す
〉
へ
の
よ
り
一
腰

の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
今
月

畢
か
ら
「
松
｛
働
つ
う
し
ん
」
を
麗
設

し
ま
し
た
。
松
嵩
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

情
報
な
ど
、
そ
の
都
度
褐
載
し
紹
介

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
十
ご
月
十
繍
の
午
後
、
松
高
で
松

之
由
中
学
三
年
五
〇
名
が
参
撫
し
て

「
学
校
兇
『
学
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
麟
の
箆
掌
会
は
、
十
一
月
に
闘

催
さ
れ
た
松
高
紺
策
検
討
会
議
の
結

果
と
、
中
学
校
か
ら
の
希
望
で
、
中

掌
三
年
生
に
蕎
校
を
も
っ
と
よ
く
矩

っ
て
も
ら
お
う
と
実
親
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
見
掌
会
で
は
ま
ず
、
鑑
藤
秀
男
校

長
か
ら
「
よ
く
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
今
鷺
は
短
い
時
闘
で
す
が
、
学

校
の
す
べ
て
の
施
設
設
備
や
授
業
、

分
校
全
体
を
み
て
く
だ
さ
い
凶
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
阿
部
忠
孝
教
頭
が
「
今

覆
は
松
之
山
分
校
を
つ
ぶ
さ
に
晃
学

し
て
い
た
だ
き
、
進
跨
決
定
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、

学
校
の
指
導
内
容
や
行
事
、
進
路
状

況
な
ど
の
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

松
之
山
中
学
三
年
生
が

学
校
見
学
会

知園
民
年
金
の
保
険
料
は

桂
会
保
険
料
挫
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　
斯
簿
税
の
隼
宋
調
整
が
行
わ
れ

る
蒔
期
に
な
り
ま
し
た
、
麟
罠
無

金
の
保
険
料
は
、
全
額
が
徽
会
保

険
料
撞
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
．

　
蓬
除
の
紺
象
と
陰
る
の
は
、
平

成
八
奪
副
月
か
ら
牽
こ
癩
蒙
で
の

一
隼
閥
に
納
め
た
す
べ
て
の
保
険

料
噂
す
．
本
人
の
保
険
料
だ
け
で

鞍
く
家
族
の
保
険
料
も
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
免
除
鯛
間
の
追
納
保

険
料
や
今
年
納
め
た
も
の
で
あ
れ

ば
遜
表
の
未
納
保
険
料
な
ど
も
対

象
に
な
9
ま
す
。
納
め
た
保
険
料

の
領
駁
灘
書
は
大
切
に
保
管
じ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
灘
成
八
薙
の
保
険
料
は
、
表
の

と
お
診
瞭
す
。
納
め
た
金
額
が
わ

か
ら
な
い
と
登
は
、
騎
役
場
の
麟

●平成8年の保験料額

簸額保険料

職脚i彫顎i1か月i11，70粥
　　　　　　　・トー』雫一
讐塵簸捲怨饗．i、塘鷹、、、！鍾登鰻

　　1年分グ）保険料　1肇45・800円

　驚額保険料と付蜘保険料

職彌置源爾1’－1巨，’驚醐

睡蟹翅灘仁．⑳藪
i　1無分の保険料　i逢50，600懸
しミー一一一一一一一一一一一一……・一晶・……・…・一・一…”㎜ノ

　
ま
た
、
蕩
橋
静
男
先
生
か
ら
は
「
小

規
模
校
だ
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
の

進
驚
が
可
能
だ
．
少
人
数
で
も
授
業

を
や
る
の
で
、
力
が
す
ご
く
伸
び
る
。

そ
の
人
に
ム
わ
せ
た
授
業
が
か
な
り

可
能
に
な
る
し
な
ど
松
高
の
特
長
が

詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
～
三
年
生
の
授
業
参

観
や
校
食
見
学
が
行
わ
れ
、
中
学
生

は
思
い
思
い
に
行
動
し
て
い
ま
し
た
、

　
授
業
参
観
で
は
、
は
じ
め
遠
慮
ぎ

み
に
廊
下
で
の
参
観
で
し
た
が
、
や

が
て
嵩
校
な
ら
で
は
の
独
特
の
授
業

風
景
に
積
極
的
に
教
室
の
中
磁
入
っ

て
授
業
を
参
観
し
て
い
豪
し
た
。

　
見
掌
会
の
最
後
は
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
申
学
盗
か
ら
は
体
奮
施
設
や

各
教
科
の
評
偲
、
翻
服
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
が
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
学
校
晃
学
会

は
、
大
変
精
意
義
だ
っ
た
よ
う
で
す
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盗英驕の授業を参観する中学3年

7
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な
場

ん
の
広

み
こf葱見やお便りお待ちしています

　このコーナーでは、みなさんからのご意見やお便ウなど

をお待ちしています。跡内のスボーツ、文化國鉢の活動紹

介や仲問の募集などにご利驚ください。写真や絵瀬・イラ

ストなども大歓迎です。お気軽にご投稿ください．
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わ
が
家
の
人
気
者

議6．21鞭繕鱗振

騨
　　やずし

康ちゃん登場（2繍力穏）

　　志賀恵雄・美佐峯さんの2男
　　　　　　　　　　　　　こうぞ　　　　　　　　　　（松P・拷姻）

　あけましておめでとう。ぼくの名繭は

志賀康です。予定沼より玉カ月1半も皐く

2，95（）怠で盆まれ1、みんなを心醗させち

ゃったけど、今はとっても元気です。好

きなおもちゃはユンボやミキサー憲で、

お兄ちゃんがやってくれるお馬さんも好

きです．ハサミを漢って紙を切ることも

大好きだよ．懸ら晃て、とっても上手に

紙が切れたよ，また、お手転いも好きで、

食事蒔の運びもやるんだ農

　鍛月のおじさんの結婚破露宴で、おい

しいお料理をいっぱ輪食べました。乾杯

まで待てづ鷺こ、ひとりでお先に食べち争

った。でも、最後の花束贈呈でお花を渡

す役は見事にやりとげました。ちょっと

緊張しちゃったけど、楽しかったよ。

【お母さんから一讐馨小さく盗豪総たの

で、とにかく健やがに鷺ってほし樋と願

ってき豪した。予懇鉱上に元気驚、最逝

はわんぱくぶ参も灘獺しで協濠す麟

年
男
年
女
今
年
の
抱
負

今年の抱負

．
丑
舘
群
が
ス
タ
ー
ト
。
隼
錫
・
年
女
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

罫
の
夢
や
抱
魚
、
葬
ご
窃
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
ゆ

　渡辺　憲さん
（東由・親家〉蟹難年

　
私
の
新
年
の
抱
禽
は
、
嶽
い
羽
の

ぼ
金
運
動
や
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
の

人
に
役
立
つ
行
事
に
進
ん
で
参
撫
す

る
こ
と
で
す
。

　
特
に
掌
校
で
ア
ル
ミ
カ
ン
集
め
な

ど
を
や
っ
ダ
㌧
い
た
ら
、
ア
ル
ミ
カ
ン

を
た
く
さ
ん
持
っ
ヅ
匁
き
た
り
、
進
ん

で
手
伝
い
も
で
き
る
と
い
い
で
す
。

　
美
人
林
や
掌
校
の
ヅ
ナ
林
の
清
そ

う
な
ど
も
、
今
豪
で
よ
り
し
っ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

と
蒋
間
い
っ
ぱ
い
や
り
た
い
で
す
。

今
奪
は
鰯
月
に
な
っ
た
ら
、
最
高

学
無
に
な
る
の
で
今
ま
で
よ
り
も
も

っ
レ
“
勉
強
面
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

今年の鑓標

　趨橋広助さん
（湯本・俸助〉蟹蟹難

　
二
度
蟹
の
年
勢
、
｝
度
目
は
葎
男

な
ん
て
だ
れ
も
欝
わ
な
か
っ
た
の
で
、

葛
校
を
卒
業
す
る
ま
で
年
男
は
二
十

闘
歳
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
舘
の
麹
負
で
す
が
、
雛
年
鹸
鷹

餐
へ
行
っ
た
ら
自
分
で
は
轟
面
目
に

3園りめの
丑年を迎えて

爾
を
磨
い
て
い
た
つ
も
り
が
、
思
っ

た
以
上
に
虫
薦
が
多
く
て
ビ
ッ
ク
リ
。

こ
れ
は
ま
ず
い
と
思
い
食
竺
活
か
ら

改
善
し
、
｝
賦
一
本
の
コ
…
ラ
を
お

茶
に
変
え
、
食
べ
た
ら
歯
を
磨
く
翌

慣
を
つ
け
求
し
た
。
し
か
し
、
甘
い

も
の
が
食
べ
た
い
の
で
す
。
今
葎
は
、

「
賛
い
も
の
を
減
ら
し
、
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
い
」
こ
れ
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
ま

　山摩毒枝さん

（焼戸・下輔〉蟹

　
畢
い
も
の
で
丑
年
の
年
女
も
三
園

り
め
と
な
9
ま
し
た
麟
二
鐡
り
め
の

時
と
餓
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
つ
も
り

で
い
る
の
で
す
が
、
簸
近
は
小
ジ
ワ

や
白
髪
が
威
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
抱
負
と
露
う
事
で
す
が
、

子
供
も
段
々
と
手
が
か
か
ら
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
臼
分
で
も
何

か
趣
味
を
持
つ
事
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
、
特
に
や
り
た
い
事

と
い
っ
て
ま
だ
決
め
て
い
な
い
の
で

す
が
、
子
供
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
な

が
ら
や
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
ま

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
生

思うがまま

　麗根忠一さ

（藤倉・忠之助）

　
囲
度
目
の
年
男
、
も
う
五
十
に
手

の
履
く
所
ま
で
来
た
。
昨
年
は
父
が

飽
界
、
幾
い
隼
で
は
な
か
っ
た
。
父

が
生
き
て
い
る
時
は
さ
ほ
ど
感
じ
な

か
っ
た
窟
ウ
が
た
み
も
、
い
ざ
い
な

8

丁

だ自
　然
いが
す

き　1

⑳

　イワウチワ（イワウメ科〉

　　　花期5月．鉱旬一6月中旬

　深山の木陰紅生える常緑の多年草．茎は地

中を横£はい、稜分かれする。茎の先に2～

8c澱の樋をつけた葉を数醐つける。

　花は3～憩c凱の柄をつけた澱に王綱っける、

中には白色に近い花をつけるものもある。罫松

之山の櫨物毒より

／
、
な
る
と
親
の
存
荏
感
は
大
き
な
も

の
だ
と
案
感
し
た
．

　
訟
罫
は
め
で
た
い
箏
が
幾
つ
か
あ

り
瀞
、
う
で
脊
り
が
た
く
思
う
。
幾
男

も
礒
修
を
終
え
て
、
鰻
月
か
ら
地
．
兀

に
お
世
舌
に
な
る
．
脅
ま
で
の
よ
う

に
の
ん
び
り
し
て
い
ら
れ
な
い
．
人

生
登
り
つ
め
て
、
こ
れ
か
ら
は
下
り

坂
。
今
ま
噛
曳
歩
ん
で
来
た
人
熱
、
餓

を
引
き
し
め
藏
し
て
悔
い
の
な
い
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕

健康第一

　佐藤シマさん

（蕾掛小膿）蟹難

　
｝
九
九
七
年
”
澄
年
”
、
明
け
ま
し

て
裏
め
で
と
う
ご
ざ
い
家
す
。

今
年
は
”
年
女
か
と
い
う
節
欝
の

触

葎
で
も
あ
り
ま
す
。
健
康
第
｝
紅
傭

箏
も
欲
張
ら
な
い
で
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
過
ご
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
月
β
の
流
れ
の
畢
い
こ
と
、
簿
鶴

纏
年
岡
じ
よ
う
な
こ
と
の
く
り
返
し

で
、
歳
だ
け
は
ど
ん
ど
ん
撫
算
さ
れ

囎
っ
た
も
の
で
す
。
下
り
坂
に
洵
か

っ
て
い
る
今
を
よ
り
楽
し
く
、
無
理

を
し
な
い
で
い
き
い
き
と
、
自
分
の
■

た
め
の
挑
戦
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
　
．

て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
、
簸
良
の
年

で
あ
る
こ
と
を
纐
い
つ
つ
”

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
寄
付

　
繭
教
膏
長
の
添
由
秀
昭
さ
ん
か
ら
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
振
興
に
役

蔓
も
て
ほ
し
い
と
．
こ
寄
付
が
あ
り
ま
、

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゆ
町
俸
膏
協
会
㎜
○
○
、
○
○
○
円

ゆ
瞬
文
化
協
会
一
〇
〇
、
○
○
○
円

　
　
町
体
畜
協
会
・
購
文
化
脇
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棚
屈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ま
つ
の
や
ま
文
芸

僕
　
句

筆
始
瀬
い
を
込
め
て
健
康
と

｝｛

瞬
の
村
に
眩
し
き
初
臼
の
出

豊
作
と
葱
背
負
込
ん
で
湯
治
客

ゆ
っ
た
り
と
鳶
舞
ふ
河
ロ
年
の
暮

冬
の
陽
は
雑
木
林
に
憎
み
な
く

小
春
段
に
神
社
の
杉
の
幹
温
し

き
　
　
　
　

タ

邦
　
　
頽
｝

天
水
越
（
林

佐
藤
多
美
女

松
之
山
（
南
　
醗
）
　
蕎
沢
　
秀
女

湯
之
島
（
峰
）

野
仏
に
夢
の
大
橋
舷
し
過
ぎ

ユ
ニ
蓄
ク
な
妥
が
集
ま
る
年
賀
状

今
働
は
返
上
し
た
い
誕
隻
臼

　
　
　
　
　
黒
倉
コ
枚
磁
）
　
草
村

柳
友
作
贔
紹
介

お
し
ゃ
れ
し
て
薬
も
の
ん
で
衡
へ
出
る

赤
ト
ン
ボ
お
β
柄
も
よ
く
皆
つ
が
い

ま
こ
鴨
｝
ろ
も
サ
リ
ン
も
包
む
新
聞
紙

正
孝

虞
砂
子

達
子

甫
　
子

竹
内
清
笥

密
稼
先
に
て
）

⑳

に　へ　　　　　

1樋ばれ1髪

出
ロ
ゆ
か
鯵
さ
ん
（
湯
之
旛
主
林
）

　昭豹韓7無3月蓋駐まれ　 魚慶　　　　 」ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　林
　鑓体職員　　　　　　　　　　）

　（特則養護老人ホーム不老麗）

　．笑顔饗心の触れ合いを

　　　　　　　　　大籾に！

　私鑓介護の佳事に擁わるようになって

今年廼、　6年1目にな夢ます。　レクリェー

シ銀ンが太鋸き廼、潔ラン灘イア活動を

通δて、こ鷲衷繋沢虜のお年寄参の方達

と一緒建陰っで、歌やゲーム巻楽しみな

がら、気持ちが欝ち解嫉られるよう、自

分趨身努力しマ：きました。

　繍畷、無の癒お嶽磧薗士懇も、ゲーム

の索癒嬬嫉藷一滋庭塗齢ぽ、獲み禽うど

蓬みが、歴瞬こ懲援磯麹｝．慈薮難癒が

通疹舎詫象鱗。秘ク婆エーシ滋烈こは秘

と麟髪ゆ懸鷺、太き懸鳶離あ勢謙奮。ぞ

蓬磁魅滋懇感婆、奪諜癒興藤髪持ち擾輝

疹、齢懸難頑張っ鷺き纐樋欝。
離黍麟ま講響嚢滋参癩詑隷諺事隷、新1》く潔

鍵懇薬適獲珍疑繍開維勢懇驚き捷の驚、

懸瀧懇盤が慧懸謙灘逡、登集ぽ纐鹸こ帰

っ薫、i墓添i滋編嚢が養導羅影〉き旋糖老思

っ羅鱒奮雛。
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な
場

ん
の
広

み
こf葱見やお便りお待ちしています

　このコーナーでは、みなさんからのご意見やお便ウなど

をお待ちしています。跡内のスボーツ、文化國鉢の活動紹

介や仲問の募集などにご利驚ください。写真や絵瀬・イラ

ストなども大歓迎です。お気軽にご投稿ください．
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わ
が
家
の
人
気
者

議6．21鞭繕鱗振

騨
　　やずし

康ちゃん登場（2繍力穏）

　　志賀恵雄・美佐峯さんの2男
　　　　　　　　　　　　　こうぞ　　　　　　　　　　（松P・拷姻）

　あけましておめでとう。ぼくの名繭は

志賀康です。予定沼より玉カ月1半も皐く

2，95（）怠で盆まれ1、みんなを心醗させち

ゃったけど、今はとっても元気です。好

きなおもちゃはユンボやミキサー憲で、

お兄ちゃんがやってくれるお馬さんも好

きです．ハサミを漢って紙を切ることも

大好きだよ．懸ら晃て、とっても上手に

紙が切れたよ，また、お手転いも好きで、

食事蒔の運びもやるんだ農

　鍛月のおじさんの結婚破露宴で、おい

しいお料理をいっぱ輪食べました。乾杯

まで待てづ鷺こ、ひとりでお先に食べち争

った。でも、最後の花束贈呈でお花を渡

す役は見事にやりとげました。ちょっと

緊張しちゃったけど、楽しかったよ。

【お母さんから一讐馨小さく盗豪総たの

で、とにかく健やがに鷺ってほし樋と願

ってき豪した。予懇鉱上に元気驚、最逝

はわんぱくぶ参も灘獺しで協濠す麟

年
男
年
女
今
年
の
抱
負

今年の抱負

．
丑
舘
群
が
ス
タ
ー
ト
。
隼
錫
・
年
女
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

罫
の
夢
や
抱
魚
、
葬
ご
窃
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
ゆ

　渡辺　憲さん
（東由・親家〉蟹難年

　
私
の
新
年
の
抱
禽
は
、
嶽
い
羽
の

ぼ
金
運
動
や
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
の

人
に
役
立
つ
行
事
に
進
ん
で
参
撫
す

る
こ
と
で
す
。

　
特
に
掌
校
で
ア
ル
ミ
カ
ン
集
め
な

ど
を
や
っ
ダ
㌧
い
た
ら
、
ア
ル
ミ
カ
ン

を
た
く
さ
ん
持
っ
ヅ
匁
き
た
り
、
進
ん

で
手
伝
い
も
で
き
る
と
い
い
で
す
。

　
美
人
林
や
掌
校
の
ヅ
ナ
林
の
清
そ

う
な
ど
も
、
今
豪
で
よ
り
し
っ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

と
蒋
間
い
っ
ぱ
い
や
り
た
い
で
す
。

今
奪
は
鰯
月
に
な
っ
た
ら
、
最
高

学
無
に
な
る
の
で
今
ま
で
よ
り
も
も

っ
レ
“
勉
強
面
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

今年の鑓標

　趨橋広助さん
（湯本・俸助〉蟹蟹難

　
二
度
蟹
の
年
勢
、
｝
度
目
は
葎
男

な
ん
て
だ
れ
も
欝
わ
な
か
っ
た
の
で
、

葛
校
を
卒
業
す
る
ま
で
年
男
は
二
十

闘
歳
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
舘
の
麹
負
で
す
が
、
雛
年
鹸
鷹

餐
へ
行
っ
た
ら
自
分
で
は
轟
面
目
に

3園りめの
丑年を迎えて

爾
を
磨
い
て
い
た
つ
も
り
が
、
思
っ

た
以
上
に
虫
薦
が
多
く
て
ビ
ッ
ク
リ
。

こ
れ
は
ま
ず
い
と
思
い
食
竺
活
か
ら

改
善
し
、
｝
賦
一
本
の
コ
…
ラ
を
お

茶
に
変
え
、
食
べ
た
ら
歯
を
磨
く
翌

慣
を
つ
け
求
し
た
。
し
か
し
、
甘
い

も
の
が
食
べ
た
い
の
で
す
。
今
葎
は
、

「
賛
い
も
の
を
減
ら
し
、
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
い
」
こ
れ
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
ま

　山摩毒枝さん

（焼戸・下輔〉蟹

　
畢
い
も
の
で
丑
年
の
年
女
も
三
園

り
め
と
な
9
ま
し
た
麟
二
鐡
り
め
の

時
と
餓
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
つ
も
り

で
い
る
の
で
す
が
、
簸
近
は
小
ジ
ワ

や
白
髪
が
威
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
抱
負
と
露
う
事
で
す
が
、

子
供
も
段
々
と
手
が
か
か
ら
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
臼
分
で
も
何

か
趣
味
を
持
つ
事
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
、
特
に
や
り
た
い
事

と
い
っ
て
ま
だ
決
め
て
い
な
い
の
で

す
が
、
子
供
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
な

が
ら
や
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
ま

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
生

思うがまま

　麗根忠一さ

（藤倉・忠之助）

　
囲
度
目
の
年
男
、
も
う
五
十
に
手

の
履
く
所
ま
で
来
た
。
昨
年
は
父
が

飽
界
、
幾
い
隼
で
は
な
か
っ
た
。
父

が
生
き
て
い
る
時
は
さ
ほ
ど
感
じ
な

か
っ
た
窟
ウ
が
た
み
も
、
い
ざ
い
な

8

丁

だ自
　然
いが
す

き　1

⑳

　イワウチワ（イワウメ科〉

　　　花期5月．鉱旬一6月中旬

　深山の木陰紅生える常緑の多年草．茎は地

中を横£はい、稜分かれする。茎の先に2～

8c澱の樋をつけた葉を数醐つける。

　花は3～憩c凱の柄をつけた澱に王綱っける、

中には白色に近い花をつけるものもある。罫松

之山の櫨物毒より

／
、
な
る
と
親
の
存
荏
感
は
大
き
な
も

の
だ
と
案
感
し
た
．

　
訟
罫
は
め
で
た
い
箏
が
幾
つ
か
あ

り
瀞
、
う
で
脊
り
が
た
く
思
う
。
幾
男

も
礒
修
を
終
え
て
、
鰻
月
か
ら
地
．
兀

に
お
世
舌
に
な
る
．
脅
ま
で
の
よ
う

に
の
ん
び
り
し
て
い
ら
れ
な
い
．
人

生
登
り
つ
め
て
、
こ
れ
か
ら
は
下
り

坂
。
今
ま
噛
曳
歩
ん
で
来
た
人
熱
、
餓

を
引
き
し
め
藏
し
て
悔
い
の
な
い
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕

健康第一

　佐藤シマさん

（蕾掛小膿）蟹難

　
｝
九
九
七
年
”
澄
年
”
、
明
け
ま
し

て
裏
め
で
と
う
ご
ざ
い
家
す
。

今
年
は
”
年
女
か
と
い
う
節
欝
の

触

葎
で
も
あ
り
ま
す
。
健
康
第
｝
紅
傭

箏
も
欲
張
ら
な
い
で
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
過
ご
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
月
β
の
流
れ
の
畢
い
こ
と
、
簿
鶴

纏
年
岡
じ
よ
う
な
こ
と
の
く
り
返
し

で
、
歳
だ
け
は
ど
ん
ど
ん
撫
算
さ
れ

囎
っ
た
も
の
で
す
。
下
り
坂
に
洵
か

っ
て
い
る
今
を
よ
り
楽
し
く
、
無
理

を
し
な
い
で
い
き
い
き
と
、
自
分
の
■

た
め
の
挑
戦
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
　
．

て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
、
簸
良
の
年

で
あ
る
こ
と
を
纐
い
つ
つ
”

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
寄
付

　
繭
教
膏
長
の
添
由
秀
昭
さ
ん
か
ら
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
振
興
に
役

蔓
も
て
ほ
し
い
と
．
こ
寄
付
が
あ
り
ま
、

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゆ
町
俸
膏
協
会
㎜
○
○
、
○
○
○
円

ゆ
瞬
文
化
協
会
一
〇
〇
、
○
○
○
円

　
　
町
体
畜
協
会
・
購
文
化
脇
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棚
屈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ま
つ
の
や
ま
文
芸

僕
　
句

筆
始
瀬
い
を
込
め
て
健
康
と

｝｛

瞬
の
村
に
眩
し
き
初
臼
の
出

豊
作
と
葱
背
負
込
ん
で
湯
治
客

ゆ
っ
た
り
と
鳶
舞
ふ
河
ロ
年
の
暮

冬
の
陽
は
雑
木
林
に
憎
み
な
く

小
春
段
に
神
社
の
杉
の
幹
温
し

き
　
　
　
　

タ

邦
　
　
頽
｝

天
水
越
（
林

佐
藤
多
美
女

松
之
山
（
南
　
醗
）
　
蕎
沢
　
秀
女

湯
之
島
（
峰
）

野
仏
に
夢
の
大
橋
舷
し
過
ぎ

ユ
ニ
蓄
ク
な
妥
が
集
ま
る
年
賀
状

今
働
は
返
上
し
た
い
誕
隻
臼

　
　
　
　
　
黒
倉
コ
枚
磁
）
　
草
村

柳
友
作
贔
紹
介

お
し
ゃ
れ
し
て
薬
も
の
ん
で
衡
へ
出
る

赤
ト
ン
ボ
お
β
柄
も
よ
く
皆
つ
が
い

ま
こ
鴨
｝
ろ
も
サ
リ
ン
も
包
む
新
聞
紙

正
孝

虞
砂
子

達
子

甫
　
子

竹
内
清
笥

密
稼
先
に
て
）

⑳

に　へ　　　　　

1樋ばれ1髪

出
ロ
ゆ
か
鯵
さ
ん
（
湯
之
旛
主
林
）

　昭豹韓7無3月蓋駐まれ　 魚慶　　　　 」ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　林
　鑓体職員　　　　　　　　　　）

　（特則養護老人ホーム不老麗）

　．笑顔饗心の触れ合いを

　　　　　　　　　大籾に！

　私鑓介護の佳事に擁わるようになって

今年廼、　6年1目にな夢ます。　レクリェー

シ銀ンが太鋸き廼、潔ラン灘イア活動を

通δて、こ鷲衷繋沢虜のお年寄参の方達

と一緒建陰っで、歌やゲーム巻楽しみな

がら、気持ちが欝ち解嫉られるよう、自

分趨身努力しマ：きました。

　繍畷、無の癒お嶽磧薗士懇も、ゲーム

の索癒嬬嫉藷一滋庭塗齢ぽ、獲み禽うど

蓬みが、歴瞬こ懲援磯麹｝．慈薮難癒が

通疹舎詫象鱗。秘ク婆エーシ滋烈こは秘

と麟髪ゆ懸鷺、太き懸鳶離あ勢謙奮。ぞ

蓬磁魅滋懇感婆、奪諜癒興藤髪持ち擾輝

疹、齢懸難頑張っ鷺き纐樋欝。
離黍麟ま講響嚢滋参癩詑隷諺事隷、新1》く潔

鍵懇薬適獲珍疑繍開維勢懇驚き捷の驚、

懸瀧懇盤が慧懸謙灘逡、登集ぽ纐鹸こ帰

っ薫、i墓添i滋編嚢が養導羅影〉き旋糖老思

っ羅鱒奮雛。
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欝灘
’蹄

の
暖
か
な
澱
差
し
に
よ
り
「
灰
ま
き
“

の
跡
の
露
が
溶
け
て
、
霧
砺
に
大
き

な
楓
車
が
現
れ
た
風
漿
の
作
最
で
す
．

風
憲
は
、
今
に
も
回
転
し
そ
う
な
躍

動
感
の
あ
る
露
圏
な
ら
で
は
の
美
し

い
水
照
景
観
で
す
。

　
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
農
栂
・
漁

村
・
由
村
」
の
3
分
野
、
ま
た
「
文
化
・

集
落
・
龍
産
㌧
の
そ
れ
ぞ
れ
3
部
門

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
嚢
町
の
作
最
門
雲
．
爾
の
風
薙
」
の

ほ
か
に
優
秀
賞
と
特
甥
欝
を
受
賞
し

た
7
帯
町
栂
の
8
点
が
凝
潟
県
の
代

蓑
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
農
林
水
産
雀

が
魔
優
す
る
「
爽
し
い
欝
本
の
む
ら

景
観
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
推
薦
さ
れ
豪

し
た
。

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
贔

　
”
嚢
面
の
風
憲
ガ

第
5
回
美
し
い
あ
ら

新
潟
景
観
コ
ン
テ
ス

ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

　
鴛
月
B
環
、
第
5
回
美
し
い
新
潟

の
む
ら
暴
観
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
式

が
新
潟
市
で
行
わ
れ
、
当
町
の
「
雪

面
の
風
車
幅
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
は

地
域
に
埋
も
れ
た
り
、
濾
失
し
よ
う

と
し
て
い
る
農
栂
漁
村
の
輿
の
美
し

さ
を
集
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た

地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
町
の
作
轟
は
黒
愈
の
小
見
重
義

さ
ん
が
撮
影
し
た
も
の
で
す
娘
早
春

ggoGO気00CoOOG500000

不老閣にサンタク0一スがやってきた

保育所園児からも踊りがプレゼント

　捻月20目、特溺養護老人ホーム「不老閣」でクリスマス

会が行われましたゆ入所煮はとんがり螺子をかぶって食堂

に集合、各テープルにはお寿認やケーキなどたくさんの料

理が絹意されていました。この露は、松之山保鷺所きりん

紹の園児驚人も参撫し、入所者にかわいい踊りをプレゼン

トしました。また、高橋寛一施設長がふんするサンタクロ

ースが登場し、全翼にクリス、マスプレゼントが手渡されま

した．入所者はおいしい料理とすてきなプレゼント紀～建

畢いクリスマス会を楽しんでいました。

皆さんからの話題、惰報お待ちしています。

　総務課行政係　豊6－3131内線23

交通弱者に安全で利矯しやすい歩遵に

湯山地内の歩道が一部整備される

昨葎の鴛月、主要地方道松代茨水鵡線の湯由地内の

歩遵が一部整備され求した。これは察の「やさしいま

ちづく9歩道整備事業」で実施されたもので、高齢者

など交通弱者に安全で利絹しやすい歩行窒間を擾供す

るための事業です。整備された歩道の延長は、松之山

中学校入口から松之山分遣所先までの270搬。インター

澱ツキング工法で歩道の中心は黄魚、その爾翻は自や

緑、茶色で色付けされています、以前にも歩遵が整備

されており、今園と合わせた麺長は474凱とな参濠した。

地元の企業にも魅力がいっぱい！

松之山分校2年生が企業説明会に参加
　12月6饗、町と町商工会、ライオンズクラブ共催による

蓼高校生の地元企業説萌会凄が開催され、安塚高校松之山

分校の2犀生が参加しました。午繭は旅館など6歓を訪問、

午後はおふくろ館で企業説萌が行われました。企業から

は、　「若い人が必要だ。都会に鐵ても早く松之山に帰って誰

とラプコー・ル。また、昨隼Uターンした松之山の山岸昭夫

さんから都会の生活が紹介され、　「経験を積むには都会も

いい。松之山には可能性がある。若い力を松之山に生かし

てほしい」などリターン経験者からの話もあウました、
施設整備で地域農業の振興と活性化へ

町農業摂い手公社の硫修施設が竣工
　捻月17日、財懸法人松之由驚農業挺い手公縫の「農

業屠機械格納庫・握い手研修施設」が完成し、関係者

が鐵席して竣工式が行われましたゆ磯修施設は、湯山

集落の高懸営林署松之出治山事業所跡に新築されたも

ので、難月15霞に竣工しました。式典で担い手公社の

佐藤利幸理事長は、　「購の農業は握い手が不足してい

る中で、公社活動は今後の農業の発展に多大な貢献を

することにな9ます」とあいさつ，新築された建物は、

これから公社活動や農業の担い手青成を園るための施

設として使爾されることになります。

1
ゆ
創
寸
1

雪国の生活を思う存分に体験

葛飾嬢・松之出町の峯体交流会

工2虜26藏から3泊4貝の臼程で、東窟都葛簸区の小学4

～6隼生が53人が当驚を訪れ、浦懸地区の畏家へ昆泊しな

がら雪闘σ）生活を体験しました，また、当町の小学5年生

も参撫し雪上レクリェーシ3ンやスキーなどで交流を深め

ました。今年は積雲が少なく温祭スキー場が営業できず、

予定していたスキーレッスンは急きょ、大厳寺高原に会場

を移して行われ憲した。それでも、雲上レクでは蟹合戦や

ソリ競争など子僕たちは雪まみれになりながら滝り憾って

いました，雪の中の子供たちのホットな交流会でした。

農業経営の改善を目指し黙簿記講座”

やまがさ会会員らが熱心に受講
鴛月三3iヨ、購と町認定農業者連絡会やまがさ会（会長村

鐵邦一〉が主催する「農業簿記講座」が自然休養村センタ

ーで開催されました。簿記講座は、農業経営の改善を図る

ことを目的に一昨年から実施されています。昨隼は「圃定資

産台緩の記入方法」や「減簸償去恥などの内容で、これま

で計6國開催されました。この8が総仕上げの講座で7名

が出鷹、嘉磁税務署の繕松上潔調萱官を講舗に、　ド青魯申

告と決算方法」の内容で実施されました。参加者は、確定

串吉の蒔期を前に講舗の話を熱心に聞き入っていました。
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不老閣にサンタク0一スがやってきた

保育所園児からも踊りがプレゼント

　捻月20目、特溺養護老人ホーム「不老閣」でクリスマス

会が行われましたゆ入所煮はとんがり螺子をかぶって食堂

に集合、各テープルにはお寿認やケーキなどたくさんの料

理が絹意されていました。この露は、松之山保鷺所きりん

紹の園児驚人も参撫し、入所者にかわいい踊りをプレゼン

トしました。また、高橋寛一施設長がふんするサンタクロ

ースが登場し、全翼にクリス、マスプレゼントが手渡されま

した．入所者はおいしい料理とすてきなプレゼント紀～建

畢いクリスマス会を楽しんでいました。

皆さんからの話題、惰報お待ちしています。

　総務課行政係　豊6－3131内線23

交通弱者に安全で利矯しやすい歩遵に

湯山地内の歩道が一部整備される

昨葎の鴛月、主要地方道松代茨水鵡線の湯由地内の

歩遵が一部整備され求した。これは察の「やさしいま

ちづく9歩道整備事業」で実施されたもので、高齢者

など交通弱者に安全で利絹しやすい歩行窒間を擾供す

るための事業です。整備された歩道の延長は、松之山

中学校入口から松之山分遣所先までの270搬。インター

澱ツキング工法で歩道の中心は黄魚、その爾翻は自や

緑、茶色で色付けされています、以前にも歩遵が整備

されており、今園と合わせた麺長は474凱とな参濠した。

地元の企業にも魅力がいっぱい！

松之山分校2年生が企業説明会に参加
　12月6饗、町と町商工会、ライオンズクラブ共催による

蓼高校生の地元企業説萌会凄が開催され、安塚高校松之山

分校の2犀生が参加しました。午繭は旅館など6歓を訪問、

午後はおふくろ館で企業説萌が行われました。企業から

は、　「若い人が必要だ。都会に鐵ても早く松之山に帰って誰

とラプコー・ル。また、昨隼Uターンした松之山の山岸昭夫

さんから都会の生活が紹介され、　「経験を積むには都会も

いい。松之山には可能性がある。若い力を松之山に生かし

てほしい」などリターン経験者からの話もあウました、
施設整備で地域農業の振興と活性化へ

町農業摂い手公社の硫修施設が竣工
　捻月17日、財懸法人松之由驚農業挺い手公縫の「農

業屠機械格納庫・握い手研修施設」が完成し、関係者

が鐵席して竣工式が行われましたゆ磯修施設は、湯山

集落の高懸営林署松之出治山事業所跡に新築されたも

ので、難月15霞に竣工しました。式典で担い手公社の

佐藤利幸理事長は、　「購の農業は握い手が不足してい

る中で、公社活動は今後の農業の発展に多大な貢献を

することにな9ます」とあいさつ，新築された建物は、

これから公社活動や農業の担い手青成を園るための施

設として使爾されることになります。
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雪国の生活を思う存分に体験

葛飾嬢・松之出町の峯体交流会

工2虜26藏から3泊4貝の臼程で、東窟都葛簸区の小学4

～6隼生が53人が当驚を訪れ、浦懸地区の畏家へ昆泊しな

がら雪闘σ）生活を体験しました，また、当町の小学5年生

も参撫し雪上レクリェーシ3ンやスキーなどで交流を深め

ました。今年は積雲が少なく温祭スキー場が営業できず、

予定していたスキーレッスンは急きょ、大厳寺高原に会場

を移して行われ憲した。それでも、雲上レクでは蟹合戦や

ソリ競争など子僕たちは雪まみれになりながら滝り憾って

いました，雪の中の子供たちのホットな交流会でした。

農業経営の改善を目指し黙簿記講座”

やまがさ会会員らが熱心に受講
鴛月三3iヨ、購と町認定農業者連絡会やまがさ会（会長村

鐵邦一〉が主催する「農業簿記講座」が自然休養村センタ

ーで開催されました。簿記講座は、農業経営の改善を図る

ことを目的に一昨年から実施されています。昨隼は「圃定資

産台緩の記入方法」や「減簸償去恥などの内容で、これま

で計6國開催されました。この8が総仕上げの講座で7名

が出鷹、嘉磁税務署の繕松上潔調萱官を講舗に、　ド青魯申

告と決算方法」の内容で実施されました。参加者は、確定

串吉の蒔期を前に講舗の話を熱心に聞き入っていました。
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三
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年
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こ
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　松之由町盤．涯学習推進本部

難1鎌織曝垂麹
　この「出蔚講座．1は、メニ

ュ吻中から盤んのご磯』1　戴
の鞭雛瀦さんの所し轟瀧
に踊腰お届けしようといつ　望一　　つ
ものです。冬場の地域やグル

ープ、職場での勉強会に奮ひご活罵ください。

　　　ヂ出前講鰹」メニュー

O町の編継　　Qポランティア　○栄養管理

O議会のしくみ○高齢者の健康　○ごみ閥題

○地方財政橿縫○生涯学習　　　○交通安全

○簡易水道　　○下水道　　　　O企業融資調度

○農業補励金　O土地改輿補助金O林業補助金
o農地関係法律○農業者年金　　○繊稼ぎ

O漉税法　　　○そば作り　　　O野菜作り

○みそ作り　　o火災予防　　　○地震へ蹴）備え

O難9番通報　　O応急手当　　　O救急法

○道踏整備讃繕○町総禽計錘　　○探鳥の方法

○農機興使絹法○山菜の栽培　　など全46講座

　詳しくは「湯鳥ガイド」をご覧くださいゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊

　　　　　生涯掌習凝一ナー

値がきまるなんて
一
　学歴で人問の価

　思っている人は

　　　ハおらん　　　　　おらんじゃろうな？　　　ン、ご、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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α〉偏差傭偏重の人物評纐

　○鰯藻値儒麗の評緬が子どもの健全

　　な発達を阻薯し、築懸の岡質化や劣等懲の増大、慧欲

　　の喪失をもたらしました。
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す
。

畷証
獄硬溝人臼本鞍物横建協餐

（認証マーク）
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…
・
き
ミ
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～
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…
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｝
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」

冬
道
を
安
全
に

　
　
　
走
行
し
ま
し
ょ
う

歩
行
巻
は
明
る
い
臓
装
や
反
躬
材
を
身
に
っ
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ヨ
ー
！
し

（新潟票の確認マー一ク）

蓑
示
と
内
容
の

　
　
　
　
門
認
証
」
㍉
確
認
し

　
産
地
・
贔
種
・
産
年
の
3
項
目
を

表
示
す
る
精
米
に
つ
い
て
は
、
表
承

と
内
容
の
一
致
に
つ
き
、
都
道
府
県

知
事
が
精
米
工
場
を
認
定
し
、
專
門

的
知
識
を
も
つ
第
三
者
機
関
で
あ
る

”
表
示
確
認
機
関
”
が
、
認
証
」
し

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
精
米
表
示
認
証
鰯
度

を
補
完
す
る
た
め
、
登
録
小
売
業
春

が
袋
詰
め
し
た
精
米
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
知
事
等
が
指
定
し
た
“
蓑

示
確
認
総
合
”
が
、
表
示
と
内
容
の

一
致
を
「
確
認
」
し
ま
す
。

問
い
禽
わ
せ
先

　
新
潟
食
糧
事
務
漸
浦
潤
原
支
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

教
育
改
革
モ
ニ
タ
ー
謝

を
募
集
し
ま
す
　
　
矩
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
え

　
　
薪
潟
県
教
寳
庁
総
務
課
　
鶯

　
文
部
雀
で
は
、
教
育
改
革
に
関
す

る
諸
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

広
く
國
艮
か
ら
意
見
等
を
聞
く
教
育

改
革
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
応
募
要
領
で
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
仕
　
事
舞
文
部
霧
か
ら
依
頼
す
る

　
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
教
蕎
改
革
モ

　
ェ
タ
！
の
周
辺
・
地
域
（
家
庭
・

　
近
隣
勤
務
免
等
）
の
人
々
の
意
見

　
等
も
聴
取
の
上
、
教
青
改
革
モ
ニ

　
タ
ー
と
し
て
の
意
見
等
を
ま
と
め

　
文
謬
に
よ
っ
て
提
出
し
て
い
た
だ

8年ぶりに衣替え／□
　　町総合観光パンフレツト

　松之山町総合観光パンフレットが8年ぶりに新しく

なりました脅サイズはB5覇で、　「温祭・歴史・土産」

などが欝ぺ一ジで紹介されています。町の観光P　Rの

ため、みなさんもご活幣
　　　　　　　　　　　　　・’｝撫・懸・’『’燃　鴇ン　．
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膨
、
ぞ

ー
糞
鮭
．

舞
議
縫
脚
糞

　
　
　
一

　　　　　　鯛　　　｝　　　洲r櫛一…｛

彌
耀
蝋
雪
国
の
お
く
り
も
の

隣
　麟
　り難

　
東
頸
城
広
域
ま
ち
づ
く
り
婁
冨
興

会
が
編
集
し
た
、
童
語
集
腕
雪
園

の
お
く
り
も
の
幅
が
判
行
さ
れ
ま

し
た
。
全
團
か
ら
千
点
を
超
え
る

　
　
　
　
　
、
そ
の
中
か
ら
入
賞
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

入
選
し
た
童
話
n
点
を
収
録
し
た
　
皿

も
の
で
す
．
定
緬
は
｝
、
8
5
4

円
（
税
込
）
で
各
書
虞
で
取
り
扱
　
　

ぞ
い
義
謎
－
繕
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

場
振
興
課
企
爾
調
整
係
渉
」

」4

　
だ
き
ま
す
。

◇
募
集
人
員
舞
5
0
0
人
ハ
う
ち
紙

　
潟
県
か
ら
憩
人
〉

◇
嫉
頼
期
聞
蕪
2
奪

◇
旛
募
賓
格
謎
教
鷺
改
革
に
つ
い
て

　
関
心
が
あ
り
、
教
欝
改
革
モ
ニ
タ

　
葦
と
し
て
の
仕
事
に
熱
慧
を
も
っ

　
て
い
る
年
齢
2
0
歳
以
上
の
方
で
す
。

　
　
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
幕
で
き

　
謹
せ
ん
。
①
羅
会
議
愚
及
び
地
方

　
公
共
鐡
体
の
議
会
の
議
員
②
常
勤

　
の
國
家
公
務
興
及
ぴ
地
方
公
務
興

　（ただし、

校
長
及
び
教
轟
は
応
幕

　
で
き
ま
す
）
③
行
政
獺
談
婁
鰻
法

　
に
よ
る
行
政
獺
談
婁
蝿

◇
串
込
み
締
切
β
彗
平
成
9
隼
王
月

　
鴛
鶏
（
金
）

◇
串
込
み
先
及
び
簡
い
合
わ
せ
先

　
　
華
鰯
ー
7
0
　
新
潟
県
教
膏
序
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
務
謙
企
画
広
報
係
ハ
内
線
蹴
）
購

　
込
み
馬
紙
は
、
宿
記
で
直
接
受
け

　
取
る
か
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
豊

ん
協

馳
麟ら

伽
ゆ

う耕
綴

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ド
冬
の
火
災
防
止
ー
」

◇
贋
油
ス
ト
ー
ヅ
か
ら
の
患
火
防
止

　
こ
の
時
期
は
暖
勝
雛
異
か
ら
の
火

災
が
多
く
、
な
か
で
も
石
漉
ス
ト
ー

プ
が
鷺
係
し
た
火
災
が
岬
番
多
く
な

っ
て
い
豪
す
。

①
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
ヘ
給
油
し

　
た
ら
、
逆
さ
濠
鵜
し
て
灯
漁
が
漏

　
れ
な
い
か
確
認
す
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
毒

　
な
い
、

◇
策
ぷ
ら
鍋
か
ら
の
火
災
予
防

　
揚
げ
物
を
し
て
い
る
時
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る
時
は
、
火

を
溝
し
た
こ
と
を
必
ず
確
認
す
る
、

◇
積
雪
時
の
避
難
麟
の
確
保

　
で
き
る
だ
け
工
方
飼
の
避
難
嶽
を

確
保
す
る
。
火
事
や
地
震
の
時
、
ど

こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
遊
難
す
る
か
家

庭
で
議
し
禽
い
を
し
て
お
く
鍛

謝毛

㌣
麟
λ
．
て
ん

プ
ヌ
潟
ヶ

ぢ
〆
浴
い

ど
う
す
魯
い

そ
凡
な
も
の

ら

肉

う
み
ふ

層
妃

肇
月
⑳
β

　
～

2
丹
紺
β

　
　
　
　
　
　
　
＞

　
　
　
　
　
滴
ミ

ー護・

製
・
．
夢

　
先
月
鴛
月
懸
の
5
ぺ
ー
ジ
の
松
之

山
購
の
　
館
を
ふ
り
か
え
つ
て
で
、

「
農
業
公
祇
懸
修
施
設
鉱
は
「
農
業

撞
い
手
公
轍
観
修
施
設
㌧
、
6
ぺ
ー

ジ
の
保
鷺
園
兇
幕
集
の
中
で
、
釆
熟

兇
の
方
」
は
「
来
満
箆
の
方
」
の
誤

り
で
し
た
．
訂
疋
し
て
お
わ
ぴ
爾
し

上
げ
ま
す
。

　
ハ
㌔

　
ハ
㌧
　
唾

　
　
か
　
　
ゆ

　
　
　
　
プ

ヘ
瓶
y

難
V　
　
O

　
　
　
　
・
為
≠

Q
b
、
一
～
亨
・
，
　
舞

ミ
纂
螂
」
撰
姪

繭
3
紺
る
3
　
…
・
．

ぎ
　
矧
誰
6

さ
讐

q　
　
　
　
　
　
　
貼
8

　
　
鷲灘

諺
ウ

蜘蹄8

圓
園
團
圏
所

　
　
　
　
　
　
因
國
団

9
．

　
来
年
度
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の

資
源
ゴ
ミ
の
回
収
が
本
格
化
す
る
。

　
ど
の
自
治
捧
も
増
大
す
る
ゴ
ミ
処

理
に
頭
を
悩
ま
し
て
お
り
、
そ
の
な

か
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ビ
ン
・
無

の
リ
サ
イ
ク
ル
が
一
番
進
ん
で
い
な

か
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
自
捨
体
が
中
心
と
な

っ
て
麹
収
し
、
業
蕎
が
処
理
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
今
度
施
行
さ
れ
る
リ
サ
イ

ク
ル
法
案
は
園
収
に
璽
点
を
置
い
て

お
り
、
製
造
や
販
売
業
餐
の
責
任
は

鯛
確
に
さ
れ
て
い
な
い
．

　
い
ず
れ
に
し
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
や

ゴ
ミ
処
理
に
は
膨
大
な
税
金
が
投
入

さ
れ
て
お
り
、
経
済
シ
ス
テ
ム
を
変

え
な
い
か
ぎ
り
こ
の
問
題
は
解
決
し

な
い
だ
ろ
う
鋒

　
さ
て
、
鋒
奪
十
月
に
台
東
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
売
ら
れ
て
い
る
融
物
は
家
縫
で
不

馬
に
な
っ
た
衣
類
・
贈
答
轟
・
雑
貨

な
ど
で
、
売
り
値
は
最
物
を
戯
し
た

人
が
妥
灘
と
思
わ
れ
る
金
額
を
付
け

て
い
る
。

　
鹸
物
は
毎
繕
補
充
さ
れ
、
掘
綴
し

漿
藻
灘
鍵

鎌
灘
織
　　Nα33

物
を
晃
つ
け
よ
う
と
闇
店
直
後
の
来

唐
者
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
籔
ッ

プ
（
プ
ラ
ザ
）
は
全
園
的
に
広
が
っ

て
お
り
、
資
源
の
奮
効
活
絹
と
し
て

今
後
益
々
重
要
臓
な
っ
て
く
る
．

　
自
動
薫
や
電
化
製
酷
な
ど
｝
部
の

叢
小
種
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
繍
駈
な
部
爲
瀬

翻
倉
が
多
く
な
り
、
異
な
る
製
愚
間

で
も
融
通
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
縫
本
も
よ
う
や
く
リ
サ
イ
ク
ル
時

代
を
迎
え
、
使
い
捨
て
文
化
と
も
お

さ
ら
ば
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
．

　
（
写
真
は
台
東
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　
　
　
東
憲
事
務
所
　
佐
藤

∫5
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欝
米
の
表
示
が
　
　
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗

変
わ
り
ま
し
た
　
　
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
食
糧
箏
務
所
浦
川
原
支
斯
　
費

わ
か
り
や
す
く
な
っ
た

　
　
　
欝
米
の
裟
示

　
溝
費
者
が
精
米
を
購
入
す
る
際
の

判
懸
材
料
を
提
僕
す
る
褒
示
鰯
度
が

変
わ
り
ま
し
た
。
袋
詰
め
さ
れ
た
お

米
の
原
料
玄
米
の
欄
に
は
、
産
地
・

最
種
・
産
隼
の
3
項
目
を
蓑
示
す
る

こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
し
た
。

　
ブ
レ
ン
騨
米
の
場
合
は
、
最
低
6
0

％
ま
で
、
原
料
玄
米
の
使
爾
割
合
の

多
い
順
に
表
承
さ
れ
ま
す
が
、
原
料

玄
米
を
多
岐
に
わ
た
り
使
胴
す
る
場

奮
は
、
プ
レ
ン
ド
米
と
褒
紫
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
外
國
産
米
や
未
検
登
米
を

原
料
と
し
て
使
溺
す
る
場
合
は
、
産

地
圏
（
地
域
）
ご
と
の
使
溺
割
合
や
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罵
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冬
道
を
安
全
に

　
　
　
走
行
し
ま
し
ょ
う

歩
行
巻
は
明
る
い
臓
装
や
反
躬
材
を
身
に
っ
け
ま
し
ょ
う
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蓑
示
と
内
容
の

　
　
　
　
門
認
証
」
㍉
確
認
し

　
産
地
・
贔
種
・
産
年
の
3
項
目
を

表
示
す
る
精
米
に
つ
い
て
は
、
表
承

と
内
容
の
一
致
に
つ
き
、
都
道
府
県

知
事
が
精
米
工
場
を
認
定
し
、
專
門

的
知
識
を
も
つ
第
三
者
機
関
で
あ
る

”
表
示
確
認
機
関
”
が
、
認
証
」
し

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
精
米
表
示
認
証
鰯
度

を
補
完
す
る
た
め
、
登
録
小
売
業
春

が
袋
詰
め
し
た
精
米
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
知
事
等
が
指
定
し
た
“
蓑

示
確
認
総
合
”
が
、
表
示
と
内
容
の

一
致
を
「
確
認
」
し
ま
す
。

問
い
禽
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せ
先

　
新
潟
食
糧
事
務
漸
浦
潤
原
支
勝
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教
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改
革
モ
ニ
タ
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を
募
集
し
ま
す
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施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
え

　
　
薪
潟
県
教
寳
庁
総
務
課
　
鶯

　
文
部
雀
で
は
、
教
育
改
革
に
関
す

る
諸
施
策
を
実
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す
る
に
当
た
り
、

広
く
國
艮
か
ら
意
見
等
を
聞
く
教
育

改
革
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
応
募
要
領
で
応
募
く
だ
さ
い
。
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仕
　
事
舞
文
部
霧
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ら
依
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す
る

　
テ
ー
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に
つ
い
て
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教
蕎
改
革
モ

　
ェ
タ
！
の
周
辺
・
地
域
（
家
庭
・

　
近
隣
勤
務
免
等
）
の
人
々
の
意
見

　
等
も
聴
取
の
上
、
教
青
改
革
モ
ニ

　
タ
ー
と
し
て
の
意
見
等
を
ま
と
め

　
文
謬
に
よ
っ
て
提
出
し
て
い
た
だ

8年ぶりに衣替え／□
　　町総合観光パンフレツト

　松之山町総合観光パンフレットが8年ぶりに新しく

なりました脅サイズはB5覇で、　「温祭・歴史・土産」

などが欝ぺ一ジで紹介されています。町の観光P　Rの

ため、みなさんもご活幣
　　　　　　　　　　　　　・’｝撫・懸・’『’燃　鴇ン　．

譲熱誕鷹警1

」
　　㎜｝
㎜

．
膨
、
ぞ

ー
糞
鮭
．

舞
議
縫
脚
糞

　
　
　
一

　　　　　　鯛　　　｝　　　洲r櫛一…｛

彌
耀
蝋
雪
国
の
お
く
り
も
の

隣
　麟
　り難

　
東
頸
城
広
域
ま
ち
づ
く
り
婁
冨
興

会
が
編
集
し
た
、
童
語
集
腕
雪
園

の
お
く
り
も
の
幅
が
判
行
さ
れ
ま

し
た
。
全
團
か
ら
千
点
を
超
え
る

　
　
　
　
　
、
そ
の
中
か
ら
入
賞
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

入
選
し
た
童
話
n
点
を
収
録
し
た
　
皿

も
の
で
す
．
定
緬
は
｝
、
8
5
4

円
（
税
込
）
で
各
書
虞
で
取
り
扱
　
　

ぞ
い
義
謎
－
繕
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

場
振
興
課
企
爾
調
整
係
渉
」

」4

　
だ
き
ま
す
。

◇
募
集
人
員
舞
5
0
0
人
ハ
う
ち
紙

　
潟
県
か
ら
憩
人
〉

◇
嫉
頼
期
聞
蕪
2
奪

◇
旛
募
賓
格
謎
教
鷺
改
革
に
つ
い
て

　
関
心
が
あ
り
、
教
欝
改
革
モ
ニ
タ

　
葦
と
し
て
の
仕
事
に
熱
慧
を
も
っ

　
て
い
る
年
齢
2
0
歳
以
上
の
方
で
す
。

　
　
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
幕
で
き

　
謹
せ
ん
。
①
羅
会
議
愚
及
び
地
方

　
公
共
鐡
体
の
議
会
の
議
員
②
常
勤

　
の
國
家
公
務
興
及
ぴ
地
方
公
務
興

　（ただし、

校
長
及
び
教
轟
は
応
幕

　
で
き
ま
す
）
③
行
政
獺
談
婁
鰻
法

　
に
よ
る
行
政
獺
談
婁
蝿

◇
串
込
み
締
切
β
彗
平
成
9
隼
王
月

　
鴛
鶏
（
金
）

◇
串
込
み
先
及
び
簡
い
合
わ
せ
先

　
　
華
鰯
ー
7
0
　
新
潟
県
教
膏
序
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
務
謙
企
画
広
報
係
ハ
内
線
蹴
）
購

　
込
み
馬
紙
は
、
宿
記
で
直
接
受
け

　
取
る
か
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
豊

ん
協

馳
麟ら

伽
ゆ

う耕
綴

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ド
冬
の
火
災
防
止
ー
」

◇
贋
油
ス
ト
ー
ヅ
か
ら
の
患
火
防
止

　
こ
の
時
期
は
暖
勝
雛
異
か
ら
の
火

災
が
多
く
、
な
か
で
も
石
漉
ス
ト
ー

プ
が
鷺
係
し
た
火
災
が
岬
番
多
く
な

っ
て
い
豪
す
。

①
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
ヘ
給
油
し

　
た
ら
、
逆
さ
濠
鵜
し
て
灯
漁
が
漏

　
れ
な
い
か
確
認
す
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
毒

　
な
い
、

◇
策
ぷ
ら
鍋
か
ら
の
火
災
予
防

　
揚
げ
物
を
し
て
い
る
時
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る
時
は
、
火

を
溝
し
た
こ
と
を
必
ず
確
認
す
る
、

◇
積
雪
時
の
避
難
麟
の
確
保

　
で
き
る
だ
け
工
方
飼
の
避
難
嶽
を

確
保
す
る
。
火
事
や
地
震
の
時
、
ど

こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
遊
難
す
る
か
家

庭
で
議
し
禽
い
を
し
て
お
く
鍛

謝毛

㌣
麟
λ
．
て
ん

プ
ヌ
潟
ヶ

ぢ
〆
浴
い

ど
う
す
魯
い

そ
凡
な
も
の

ら

肉

う
み
ふ

層
妃

肇
月
⑳
β

　
～

2
丹
紺
β

　
　
　
　
　
　
　
＞

　
　
　
　
　
滴
ミ

ー護・

製
・
．
夢

　
先
月
鴛
月
懸
の
5
ぺ
ー
ジ
の
松
之

山
購
の
　
館
を
ふ
り
か
え
つ
て
で
、

「
農
業
公
祇
懸
修
施
設
鉱
は
「
農
業

撞
い
手
公
轍
観
修
施
設
㌧
、
6
ぺ
ー

ジ
の
保
鷺
園
兇
幕
集
の
中
で
、
釆
熟

兇
の
方
」
は
「
来
満
箆
の
方
」
の
誤

り
で
し
た
．
訂
疋
し
て
お
わ
ぴ
爾
し

上
げ
ま
す
。

　
ハ
㌔

　
ハ
㌧
　
唾

　
　
か
　
　
ゆ

　
　
　
　
プ

ヘ
瓶
y

難
V　
　
O

　
　
　
　
・
為
≠

Q
b
、
一
～
亨
・
，
　
舞

ミ
纂
螂
」
撰
姪

繭
3
紺
る
3
　
…
・
．

ぎ
　
矧
誰
6

さ
讐

q　
　
　
　
　
　
　
貼
8

　
　
鷲灘

諺
ウ

蜘蹄8

圓
園
團
圏
所

　
　
　
　
　
　
因
國
団

9
．

　
来
年
度
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の

資
源
ゴ
ミ
の
回
収
が
本
格
化
す
る
。

　
ど
の
自
治
捧
も
増
大
す
る
ゴ
ミ
処

理
に
頭
を
悩
ま
し
て
お
り
、
そ
の
な

か
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ビ
ン
・
無

の
リ
サ
イ
ク
ル
が
一
番
進
ん
で
い
な

か
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
自
捨
体
が
中
心
と
な

っ
て
麹
収
し
、
業
蕎
が
処
理
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
今
度
施
行
さ
れ
る
リ
サ
イ

ク
ル
法
案
は
園
収
に
璽
点
を
置
い
て

お
り
、
製
造
や
販
売
業
餐
の
責
任
は

鯛
確
に
さ
れ
て
い
な
い
．

　
い
ず
れ
に
し
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
や

ゴ
ミ
処
理
に
は
膨
大
な
税
金
が
投
入

さ
れ
て
お
り
、
経
済
シ
ス
テ
ム
を
変

え
な
い
か
ぎ
り
こ
の
問
題
は
解
決
し

な
い
だ
ろ
う
鋒

　
さ
て
、
鋒
奪
十
月
に
台
東
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
売
ら
れ
て
い
る
融
物
は
家
縫
で
不

馬
に
な
っ
た
衣
類
・
贈
答
轟
・
雑
貨

な
ど
で
、
売
り
値
は
最
物
を
戯
し
た

人
が
妥
灘
と
思
わ
れ
る
金
額
を
付
け

て
い
る
。

　
鹸
物
は
毎
繕
補
充
さ
れ
、
掘
綴
し

漿
藻
灘
鍵

鎌
灘
織
　　Nα33

物
を
晃
つ
け
よ
う
と
闇
店
直
後
の
来

唐
者
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
籔
ッ

プ
（
プ
ラ
ザ
）
は
全
園
的
に
広
が
っ

て
お
り
、
資
源
の
奮
効
活
絹
と
し
て

今
後
益
々
重
要
臓
な
っ
て
く
る
．

　
自
動
薫
や
電
化
製
酷
な
ど
｝
部
の

叢
小
種
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
繍
駈
な
部
爲
瀬

翻
倉
が
多
く
な
り
、
異
な
る
製
愚
間

で
も
融
通
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
縫
本
も
よ
う
や
く
リ
サ
イ
ク
ル
時

代
を
迎
え
、
使
い
捨
て
文
化
と
も
お

さ
ら
ば
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
．

　
（
写
真
は
台
東
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　
　
　
東
憲
事
務
所
　
佐
藤

∫5
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群
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瀞

糞
墜
腰
縣

難韓

抜きつ抜かれつ、はげしいせり合い！（駕壕痴灘繋〉

特集　デイサービスセンター・… ・・2～4

翻道353号商館トンネル工事着工… 一・5

2灘，，、

所得税の確定申欝は、お畢めに………9…　　一6～7

みんなの広場／松之山スキー競技大会成績…・・8～9

わだい・フォト／除雪ポランティアが応援……10～1i

お餓らせ／週法定労働聴間、松高通信…　　…M～蔦

圃圏回團

翻《摯勧《認欝

久保鐙達雄さん　66歳

　　　　天水島（中屋敷）

翼沼　音七さん　76歳

　　　　湯之農（鍋麗〉
村由　政碕さん　64歳

　　　　橋詰（宮綺／
高嬌マサヲさん　88歳

　　　　天水島（器　久〉

佐藤仁～郎さん　76歳

　　　　天水越（三腿郎〉

妻鵯清太郎さん　86歳

　　　　湯之、鶴（溝九郎〉

※鴛月茎霞から綴沼までの麗鐵分です爵

※広報に載せてほしくない方は、騒i綴のと

きに窓1コにお詣ください。

町の動き
蓬月墨響現盗

総人黛3，騒2人（一5／

男玉，6鴨人←一3〉

ぽくの絵わたしの絵　　松里保育所

まとろかぜや

佐藤麟也〈ん

（天水越・儀善〉

｛講鱗くん

（天水越・下落合〉

」
　ぱしひでかず

高橋英一くん

（叉水島・宮下〉

｛嶽麟撤ん磋織大くん趨握叡ん
（莱水越・都や〉　（天水越・半木〉　（天水越・川端〉

ぽ
く
た
ち
が
書
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
〃
（
う
さ
ぎ
緯
）

女i，772入（一の

惟帯数i，152戸（　o）

（）内は麟月との比較

一1

温泉定休　Eヨ　F
塗㎜　温泉センター

璽月 9・23・30

2月 6・璽3・20・271

NL　　　　　・媛

翠の湯は冬季休業です

控月のできごと

6欝　スキー場安全祈願祭

　蕩校2年生が企業訪問
沁類　松中3年生の高校見学会

難霞　議会総務艮生委鍛会

　織定資産税評瀬委員会

捻田　議会経済建設委舞会

王7覆　農業挺い手公報：硬修施設

　の竣工式
王9欝！2月定醜議会（～2傾〉

禦黛　ほくほく線試乗会（儀藤

　利幸町長が参加）松代町

鍛藏　農業委興会総会

1慰銀～2月旙臼の予定段

焉饗　婿投げ、すみぬり祭！）

2顕　リハビリ教窯

2籔　松之山スキー競技会

9霞　浦懸豪雪塾（三葺ヨまで）

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
．
今
母
の
允
鍛
は
蟹
が
な

く
、
と
て
も
暖
か
い
陽
気
で
い
つ
も

の
お
疋
月
と
い
う
雰
■
麗
気
が
で
ま
せ

ん
で
し
た
、
役
場
の
黛
象
観
灘
で
も

三
十
轟
摂
か
ら
二
矯
ま
で
の
三
鷺
問

の
穣
聾
は
○
セ
ン
チ
で
し
た
、
こ
ん

な
に
少
、
雪
な
年
は
、
私
に
は
記
憶
が

あ
り
ま
せ
ん
。
▼
集
落
の
年
始
会
で

昭
和
二
十
照
年
の
お
琵
月
も
蟹
が
少

な
か
っ
た
と
闘
惑
ま
し
た
。
今
年
の

少
撫
灘
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。
そ
し

て
、
丑
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
広
報
ま
つ
の
や
ま
を
今

隼
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
室
か
ら
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o
o
創
寸
1


